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テ
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子

は
じ
め
に

　

ル
イ
・
ア
ド
ル
フ
・
テ
ィ
エ
ー
ル
（Louis A

dolphe T
hiers

）
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
後
の
一
連
の
政
変
を
生
き
、
第
三
共
和
政
の
初
代
大
統
領
を
も
務
め

た
政
治
家
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
著
述
家
と
し
て
も
多
く
の
仕
事
を
残
し
た
。

そ
の
多
忙
な
毎
日
を
送
り
な
が
ら
、
東
洋
の
磁
器
や
漆
器
を
含
む
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
没
後
、
そ
の
妻

の
遺
言
と
義
妹
の
実
行
に
よ
り
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
に

寄
贈
さ
れ
、
現
在
も
同
館
の
一
室
に
そ
の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
図
12

－

1
）（
挿
図
1
）。

　

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
世
紀
の
間
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
テ
ィ
エ
ー
ル
が
、
一
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン

を
鎮
圧
し
、
そ
の
後
も
市
民
に
対
し
て
徹
底
的
な
弾
圧
を
行
っ
た
政
治
家
と
し

て
嫌
わ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
寄
贈
し
た
絵
画
や
彫
刻
が
、
一
九
世
紀
の

歴
史
学
者
の
蒐
集
品
ら
し
く
、
著
名
作
品
の
複
製
を
数
多
く
含
む
た
め
に
、
価

値
の
な
い
も
の
と
軽
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
生
誕

二
〇
〇
年
を
記
念
し
た
一
九
九
七
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
機
に
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
も
見
直
さ
れ
、
今
で
は
一
九
世
紀
半
ば
の
パ
リ
で
普
遍
主
義
的
な
歴
史

観
を
持
つ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
集
め
得
た
美
術
品
の
好
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
い
く

つ
も
の
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

テ
ィ
エ
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
経
歴
か
ら
、
一
八
四
〇
年
代
か
ら

没
年
の
一
八
七
七
年
ま
で
の
あ
い
だ
の
パ
リ
の
美
術
市
場
を
反
映
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
輸
出
漆
器
の
み
な
ら
ず
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
旧
体
制
時
代
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
買
い
取
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
蒔
絵
作
品
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
蒔
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
を
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
当
時
の
工
芸
部

長
、
マ
ル
ク
・
バ
ス
ク
氏
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
い
た
の
は
二
〇
〇
六
年
の
夏
で

あ
っ
た
が
、
時
間
と
経
費
の
確
保
の
た
め
、
二
〇
一
三
年
ま
で
実
現
し
な
か
っ

た
。
こ
の
遅
延
に
は
し
か
し
、
良
い
面
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
に
オ

ル
セ
ー
美
術
館
名
誉
学
芸
員
の
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
・
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
が
、
フ

ラ
ン
ス
国
内
の
公
立
美
術
館
に
眠
っ
て
い
た
蒔
絵
を
一
堂
に
集
め
て
展
覧
会
を

開
く
に
あ
た
り
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
蒔
絵
作
品
の
五
分
の
一
に
あ
た
る
十
三
点
を

取
り
上
げ
、
そ
の
性
質
や
来
歴
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
さ
れ
た（

（
（

。
ま
た
、
翌
二
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〇
一
一
年
に
は
、
そ
の
教
え
子
で
あ
る
今
井
朋
氏
が
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
東
洋
趣

味
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
扱
っ
た
修
士
論
文
を
ル
ー
ヴ
ル
学
院
に
提
出
し
た（

（
（

。
特
に

こ
の
今
井
氏
の
研
究
は
、
作
品
の
所
在
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
緻
密
な
文
献
調
査

に
よ
っ
て
テ
ィ
エ
ー
ル
の
経
歴
、
周
囲
の
人
間
の
影
響
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
美
術

に
対
す
る
視
点
、
歴
史
観
、
東
洋
と
の
接
点
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
へ
の
遺
贈
の

経
緯
、
そ
の
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
社
会
の
評
価
、
さ
ら
に
は
一
九
世

紀
パ
リ
の
美
術
市
場
の
動
向
な
ど
を
網
羅
す
る
、
大
変
意
欲
的
な
労
作
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
お
か
げ
で
筆
者
は
、
全
体
像
を
知
っ
た
上
で
調

査
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
蒔
絵
作
品
を

取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
と
今
井
氏
の
研
究
に
基
づ
い

て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
背
景
を
概
観
す
る
。
次
い
で
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
蒐
集
期

に
お
け
る
漆
器
貿
易
の
お
か
れ
て
い
た
状
況
を
振
り
返
る
。
最
後
に
個
々
の
作

品
の
調
査
結
果
を
報
告
し
、
作
品
か
ら
窺
い
知
れ
る
こ
と
が
ら
と
史
実
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蒔
絵
の
輸
出
の
通
史
の
中
で
の
位
置
を

探
り
た
い
。

テ
ィ
エ
ー
ル
の
経
歴
と
美
術
蒐
集（

（
（

　

テ
ィ
エ
ー
ル
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
中
産
階
級
の
出
身
だ
が
、
少
年
期
は
財
政

的
に
も
家
庭
的
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
エ
ク
ス
の
大
学
で
法
科
に
進

み
、
弁
護
士
の
資
格
を
得
な
が
ら
、
広
く
文
芸
、
歴
史
に
興
味
を
示
し
、
弁
説

や
評
論
の
修
練
を
積
ん
だ
。
一
八
二
一
年
に
王
政
復
古
期
の
パ
リ
に
出
て
、
自

由
主
義
派
の
弁
護
士
や
記
者
な
ど
と
親
し
く
な
り
、
パ
リ
で
最
も
影
響
力
の

あ
っ
た
新
聞
に
、
政
治
に
関
す
る
記
事
を
寄
稿
す
る
う
ち
に
徐
々
に
注
目
さ

れ
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
一
八
二
七
年
ま
で
に
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』
全
十
巻
を

著
し
、
そ
の
独
裁
政
治
へ
の
批
判
的
な
態
度
な
ど
か
ら
国
民
の
支
持
を
得
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
頃
、
美
術
批
評
な
ど
も
執
筆
し
て
お
り
、
ア
ン
グ
ル
や
ド
ラ

ク
ロ
ワ
と
も
親
し
か
っ
た
と
い
う
。
一
八
三
〇
年
の
七
月
革
命
の
折
に
は
、
ル

イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
擁
立
し
て
活
躍
し
、
エ
ク
ス
選
出
の
代
議
員
と
し
て
政
治

家
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
政
府
で
内
務
大
臣
や
商
務
大

臣
を
歴
任
し
、
首
相
も
二
度
務
め
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
将
来
の
姑
と
な
る
ユ

リ
デ
ィ
ス
・
ド
ー
ヌ
（
一
七
九
四
～
一
八
六
九
）
と
出
会
っ
て
意
気
投
合
す
る
。

　

ド
ー
ヌ
夫
人
は
、
テ
ィ
エ
ー
ル
よ
り
三
歳
年
長
で
、
そ
の
夫
は
、
金
融
業
と

不
動
産
業
で
財
を
成
し
た
裕
福
な
実
業
家
で
あ
っ
た
。
夫
は
仕
事
で
各
地
を
飛

び
回
り
、
ほ
と
ん
ど
家
に
は
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
テ
ィ
エ
ー
ル
は
大
き
な
後

ろ
盾
も
な
く
、
こ
の
こ
ろ
借
金
も
抱
え
て
財
政
面
に
不
安
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

こ
の
夫
妻
の
同
意
の
下
、
一
八
三
三
年
、
当
時
十
五
歳
だ
っ
た
二
人
の
長
女
、

エ
リ
ー
ズ
・
ド
ー
ヌ
（
一
八
一
八
～
八
〇
）
と
結
婚
す
る
。
こ
の
結
婚
の
後
、

テ
ィ
エ
ー
ル
は
ド
ー
ヌ
一
家
と
住
む
こ
と
に
な
る
が
、
ド
ー
ヌ
氏
は
相
変
わ
ら

ず
仕
事
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
留
守
で
あ
り
、
実
際
に
は
ド
ー
ヌ
夫
人
、
エ
リ
ー

ズ
、
そ
し
て
そ
の
妹
の
フ
ェ
リ
シ
ー
・
ド
ー
ヌ
（
一
八
二
四
～
一
九
〇
六
）
と

の
四
人
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
人
の
女
性
と
テ
ィ
エ
ー
ル

は
、
読
書
や
美
術
鑑
賞
な
ど
の
趣
味
を
共
有
し
、
互
い
に
労
り
あ
っ
て
過
ご
し

た
ら
し
い
。
こ
の
結
婚
に
よ
り
テ
ィ
エ
ー
ル
は
、
社
会
的
な
地
位
と
財
産
に
加

え
、
心
休
ま
る
家
族
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

　

テ
ィ
エ
ー
ル
が
出
張
先
か
ら
こ
の
新
し
い
家
族
に
送
っ
た
手
紙
か
ら
、
東
洋

の
美
術
品
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
一
八
四
一
年
に
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
ア

ウ
グ
ス
ト
強
王
の
陶
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
感
銘
を
受
け
た
頃
と
さ
れ
る
。
今

井
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
エ
ー
ル
は
、
当
時
の
パ
リ
に
い
た
東
洋
学
者
た
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ち
と
も
交
流
を
持
ち
、
蔵
書
に
は
、
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
や
、
テ
ィ
ツ
ィ

ン
グ
の
『
日
本
王
代
一
覧
』
の
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
一
八
六
一
年
に
来
日
し
た
陸
軍
大
佐
デ
ュ
・
パ
ン

が
、
一
八
六
八
年
に
パ
リ
で
公
刊
し
た
『
日
本
』
の
、
署
名
入
直
筆
草
稿
を
所

蔵
し
て
い
た
。
こ
れ
に
テ
ィ
エ
ー
ル
の
修
正
が
数
多
く
加
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
デ
ュ
・
パ
ン
が
公
刊
し
た
『
日
本
』
の
序
文
に
「
我
々
が
知
る
最
も
偉
大

な
作
家
の
ひ
と
り
で
政
府
の
要
人
」
の
優
れ
た
助
言
に
後
押
し
さ
れ
た
と
あ
る

の
は
、
テ
ィ
エ
ー
ル
を
指
す
可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に

は
、
開
港
さ
れ
た
ば
か
り
の
横
浜
の
よ
う
す
や
、
宿
に
お
し
か
け
て
く
る
日
本

の
商
人
た
ち
、
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
優
れ
た
商
品
、
中
国
美
術
と
日
本

美
術
の
違
い
、
象
牙
の
彫
刻
、
銅
製
品
な
ど
な
ど
、
テ
ィ
エ
ー
ル
が
興
味
を
持

ち
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
こ
れ
と
書
か
れ
て
い
る
。
デ
ュ
・
パ
ン
が
持
ち
帰
っ
た

日
本
の
品
を
テ
ィ
エ
ー
ル
が
買
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

さ
て
、
テ
ィ
エ
ー
ル
が
三
人
の
女
性
た
ち
と
暮
ら
し
た
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

広
場
の
屋
敷
（
現
在
の
テ
ィ
エ
ー
ル
図
書
館
の
建
物
）
は
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
に
よ
っ
て
一
度
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
の
と
き
、
屋
敷
の
美
術
品

が
破
壊
ま
た
は
略
奪
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
の
は
画
家
の

ク
ー
ル
ベ
だ
っ
た
と
い
う
。
爆
撃
が
始
ま
る
前
に
、
屋
敷
の
中
身
は
目
録
に
記

録
さ
れ
、
様
々
な
公
共
施
設
に
匿
わ
れ
、
難
を
免
れ
た
。
こ
の
目
録
の
お
か
げ

で
当
時
の
屋
敷
の
内
部
の
よ
う
す
を
知
る
事
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
ル
イ
一

五
世
様
式
の
白
い
サ
ロ
ン
」
や
「
ロ
コ
コ
様
式
の
前
室
」
な
ど
が
あ
り
、
中
国

の
磁
器
や
日
本
の
漆
器
、
そ
れ
ら
を
西
洋
の
金
工
細
工
で
マ
ウ
ン
ト
し
た
置
物

な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
テ
ィ
エ
ー
ル
一
家
が
絶
対
王

政
期
の
室
内
装
飾
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。

　

テ
ィ
エ
ー
ル
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
一
八
七
八
年
、
テ
ィ
エ
ー
ル
夫
人
は
、

夫
妻
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ル
ー
ヴ
ル
に
遺
贈
す
る
と
い
う
遺
言
を
認
め

た
。
具
体
的
な
リ
ス
ト
と
共
に
「
テ
ィ
エ
ー
ル
夫
妻
寄
贈
」
の
表
示
を
条
件
と

す
る
旨
を
明
示
し
た
。
夫
人
の
亡
く
な
っ
た
翌
年
、一
八
八
一
年
に
、妹
の
フ
ェ

リ
シ
ー
は
姉
の
遺
言
を
実
行
し
、
さ
ら
に
自
ら
の
嗅
ぎ
煙
草
入
れ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
た
。
こ
の
と
き
の
条
件
は
さ
ら
に
具
体
化
し
、
ル
ー
ヴ
ル
の

特
定
の
部
屋
を
展
示
室
と
し
て
指
定
し
、「
テ
ィ
エ
ー
ル
展
示
室
」
と
命
名
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
ド
ー
ヌ
嬢
は
、
そ
の
後
、
テ
ィ
エ
ー
ル
家
に
残
さ
れ

た
書
簡
の
一
部
を
整
理
し
て
公
刊
し
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
テ
ィ
エ
ー
ル
財
団
を
創
設
し
て
、
テ
ィ
エ
ー
ル
図
書
館
を
作
り
、
一
家

の
関
係
書
類
や
ル
ー
ヴ
ル
に
入
ら
な
か
っ
た
品
々
を
寄
贈
し
、
ま
た
、
身
寄
り

の
な
い
独
身
女
性
の
た
め
の
老
後
施
設
、
ド
ー
ヌ
養
老
院
を
作
る
な
ど
し
て
晩

年
を
過
ご
し
た
。
彼
女
の
お
か
げ
で
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
東
洋
趣
味
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
私
的
な
生
活
の
記
録
が
ま
と
ま
っ
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

テ
ィ
エ
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伝
世
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
う
ひ

と
り
の
人
物
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ラ
ン
（
一
八
一
三
～
八
二
）
で
あ
る
。
現
在

ま
で
続
く
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
雑
誌
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
・
ザ
ー
ル
』
の
初
代

編
集
主
幹
で
あ
り
、
テ
ィ
エ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
に
美
術
に
対
し
て
百
科
全
書
的

な
視
点
を
持
ち
、
二
月
革
命
後
の
美
術
学
校
の
管
理
局
長
に
任
命
さ
れ
て
、
複

製
美
術
館
の
実
現
を
計
画
す
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
早
く
か
ら
テ
ィ
エ
ー

ル
の
普
遍
主
義
的
な
美
術
蒐
集
の
態
度
を
理
解
し
、
そ
の
未
公
開
の
私
的
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
絶
賛
す
る
記
事
を
い
く
つ
も
書
い
た
。

　

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
書
斎
や
そ
こ
に
飾
ら
れ
た
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
世
に
知
ら
れ
、
あ
る
種
、
神
格
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
パ
リ
・

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
破
壊
事
件
の
折
に
、
ク
ー
ル
ベ
の
よ
う
な
人
々
が
動
き
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
守
ら
れ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
一
方
、
長
く
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
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ま
れ
て
い
た
だ
け
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
と
内
容
に
対
す
る
人
々
の
期
待
と
関

心
が
過
大
と
な
り
、
一
八
八
四
年
に
ル
ー
ヴ
ル
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
と
き
の

失
望
を
誘
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ラ
ン
は
一
八
八
四
年
の

初
公
開
に
あ
わ
せ
て
、
テ
ィ
エ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
目
録
と
描
写
を
編

纂
し
て
い
る
。「
テ
ィ
エ
ー
ル
展
示
室
」
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
疎
開
の
後
、

一
九
六
五
年
頃
に
再
編
さ
れ
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
居
室
」
の
一
角
を
構
成

す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
井
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ヴ
ル
に
寄
贈
さ
れ
た
テ
ィ
エ
ー
ル
の
美
術

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
文
物
、
銅
や
大
理
石
で
作
ら

れ
た
彫
像
、
ベ
ネ
チ
ア
ガ
ラ
ス
、
名
匠
に
よ
る
油
絵
の
模
写
、
中
国
絵
画
、
銅
器
、

陶
磁
器
、
七
宝
、
象
牙
、
漆
器
、
あ
わ
せ
て
四
八
二
点
。
点
数
で
い
う
と
お
よ

そ
半
分
を
中
国
や
日
本
の
品
物
が
占
め
て
お
り
、
漆
器
は
六
五
点
に
お
よ
ぶ
。

テ
ィ
エ
ー
ル
の
活
躍
期
に
お
け
る 

�

日
本
の
漆
器
貿
易

　

テ
ィ
エ
ー
ル
が
経
験
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命

は
、
日
本
の
漆
器
貿
易
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
江
戸
時
代
の
は
じ
め
か
ら
、
日

本
と
公
式
な
直
接
貿
易
が
で
き
た
の
は
、
オ

ラ
ン
ダ
船
と
中
国
船
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

一
七
九
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
が
オ
ラ
ン

ダ
を
占
領
し
、
一
七
九
五
年
に
は
バ
タ
ヴ
ィ

ア
共
和
国
を
樹
立
さ
せ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
に

よ
る
交
易
の
存
続
に
危
機
が
訪
れ
た
。
一
八

〇
四
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
と
な
る
と
、

オ
ラ
ン
ダ
に
は
弟
の
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
を

国
王
に
仕
立
て
た
オ
ラ
ン
ダ
王
国
が
作
ら
れ

る
。
こ
の
混
乱
の
中
で
ア
ジ
ア
の
貿
易
を

担
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
倒

産
。
一
七
九
六
年
に
国
有
化
さ
れ
、
一
七
九

挿図 1 　�ティエール・コレクションの展示室（と19世紀の乳母車かなにかを改造し
て作った小回りの効く工芸部の台車）
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九
年
に
は
解
散
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の

ア
ジ
ア
で
の
本
拠
地
だ
っ
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
商
人
に
は
財
力
が
あ
り
、
日
本
と

の
交
易
に
は
相
変
わ
ら
ず
利
潤
が
見
込
ま
れ
た
の
で
、
一
七
九
七
年
か
ら
一
八

〇
九
年
に
か
け
て
、
中
立
国
ア
メ
リ
カ
の
船
を
雇
い
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
旗
を
掲

げ
さ
せ
て
出
島
に
送
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
一
八
一
〇
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
オ

ラ
ン
ダ
本
国
を
フ
ラ
ン
ス
直
轄
地
と
し
て
併
合
す
る
と
、
翌
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

領
バ
タ
ヴ
ィ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
い
、
一
八
一
三
年
に
ナ
ポ
レ

オ
ン
帝
国
が
崩
壊
す
る
ま
で
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
孤
立
無
援
と
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
出
島
の
商
館
は
貿
易
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
日
本

と
の
直
接
交
易
は
も
っ
ぱ
ら
中
国
船
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九

世
紀
初
頭
の
日
本
の
漆
器
貿
易
は
、
全
体
の
出
荷
量
が
減
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

中
国
船
が
主
な
取
引
先
と
な
る
と
、
一
八
世
紀
の
『
唐
蛮
貨
物
帳
』
の
記
録
か

ら
類
推
す
る
に
、
奇
抜
な
輸
出
用
の
品
よ
り
も
日
本
国
内
市
場
向
け
の
製
品
が

多
く
出
荷
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
日
本
の
漆
器
は
中
国
市
場

経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
革
命
前
の
美
術
市
場

の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
次
々
と
入
荷
さ
れ
る

蒔
絵
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
集
ま
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
落
札
す
る
よ
う
な
活
発

な
流
通
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

一
八
一
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
祖
国
が
解
放
さ
れ
、
一
八
一
六
年
に
ジ
ャ
ワ
が
返

還
さ
れ
る
と
、
出
島
へ
の
オ
ラ
ン
ダ
船
来
港
も
再
開
す
る
。
し
か
し
、
か
つ
て

の
よ
う
な
会
社
組
織
に
よ
る
大
規
模
な
貿
易
は
も
は
や
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
船
が
交
易
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
八
四
〇
年
代
に
か
け
て
は
、

西
洋
向
け
の
輸
出
漆
器
は
簡
易
な
作
り
の
螺
鈿
に
よ
る
大
型
家
具
を
中
心
と
し

た
新
商
品
が
商
わ
れ
て
い
る
。
一
八
五
四
年
に
ペ
リ
ー
が
来
航
し
て
下
田
が
開

港
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
シ
ス
テ
ム
で
西
洋
人
と
の
漆
器

貿
易
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
都
の
高
級
品
や
長
崎
製
の
輸
出
漆
器
を

オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
交
渉
を
許
さ
れ
た
一
部
の
商
人
が
商
う
の
で
は
な
く
、
江
戸

や
駿
府
の
商
品
を
不
特
定
の
商
人
が
一
斉
に
持
ち
寄
る
よ
う
な
よ
り
自
由
な
取

引
で
あ
る
。
一
八
五
六
年
に
は
出
島
解
放
令
に
よ
り
出
島
の
出
入
り
も
自
由
に

な
り
、
日
蘭
貿
易
も
自
由
貿
易
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
一
八
五
八
年
に
は
フ
ラ

ン
ス
と
日
本
の
間
の
不
平
等
条
約
、
日
仏
修
好
通
商
条
約
も
締
結
さ
れ
、
一
八

五
九
年
に
は
横
浜
と
長
崎
が
、
一
八
六
三
年
に
は
神
戸
が
列
強
諸
国
に
対
し
て

開
港
さ
れ
る
。
先
ほ
ど
の
デ
ュ
・
パ
ン
大
佐
が
日
本
を
訪
れ
た
の
は
一
八
六
一

年
で
あ
る
か
ら
、
開
港
ま
も
な
い
活
気
に
満
ち
た
横
浜
の
町
を
見
た
こ
と
だ
ろ

う
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
派
遣
し
た
外
交
官
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
デ
ュ
シ
ェ
ー

ヌ
・
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
（
一
八
一
七
～
八
一
）
は
、
一
八
五
九
年
に
日
本
に
到

着
し
た（

（
（

。
日
本
語
の
で
き
る
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
、
プ
リ
ュ
ダ
ン
ス
・

セ
ラ
フ
ァ
ン
・
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
・
ジ
ラ
ー
ル
（
一
八
二
一
～
六
七
）
と
エ
マ

ニ
ェ
ル
・
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
（
一
八
二
八
～
没
年
不
詳
）
と

と
も
に
来
日
し
、
日
本
の
信
頼
を
得
た
ベ
ル
ク
ー
ル
は
、
一
八
六
四
年
に
全
権

公
使
を
辞
し
て
帰
国
す
る
頃
に
は
老
中
た
ち
に
留
任
を
求
め
ら
れ
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
デ
ュ
・
パ
ン
大
佐
は
日
本
滞
在
中
こ
の
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ベ
ル

ク
ー
ル
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
通
常
の
外
国
人
が
簡
単
に
収
集
で
き
な

い
よ
う
な
情
報
を
『
日
本
』
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
日
本
側
の
状
況
は
、
パ
リ
の
美
術
市
場
に
お
け
る
日
本
漆

器
の
流
通
に
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

マ
ヌ
エ
ラ
・
モ
ス
カ
テ
ィ
エ
ッ
ロ
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
パ
リ
の

公
開
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
日
本
美
術
の
取
引
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
三
期
に

分
け
ら
れ
る（

（
（

。
第
一
期
の
一
八
〇
〇
～
六
〇
年
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
漆
器
と
陶

磁
器
を
主
と
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
旧
体
制
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
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ま
れ
た
品
の
売
買
が
中
心
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
第
二
期
の
一
八
六
一

～
九
〇
年
に
は
、
日
仏
修
好
通
商
条
約
に
よ
り
、
日
仏
の
直
接
交
易
が
始
ま
り
、

物
量
が
各
段
に
増
え
る
の
だ
と
い
う
。
下
田
や
横
浜
や
神
戸
の
港
に
、
日
本
国

内
の
古
物
に
加
え
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
輸
出
漆
器
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
時
期

で
あ
る
。
第
三
期
の
一
八
九
一
～
九
九
年
に
は
、
一
九
世
紀
の
第
一
世
代
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り
立
て
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
、
日
本
か
ら
届
く
浮
世
絵
と

冊
子
本
へ
の
注
目
度
が
増
す
の
も
こ
の
時
期
だ
と
い
う
。

　

モ
ス
カ
テ
ィ
エ
ッ
ロ
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
漆
器
も
輸
出
用
の

大
量
生
産
品
が
増
え
る
が
、
必
ず
し
も
質
が
劣
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
。

一
八
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
は
、
銅
器
や
七
宝
の
取
引
も
増
え
る
と
い

う
。
ま
さ
に
幕
末
明
治
期
の
輸
出
工
芸
の
市
場
が
成
立
し
た
時
期
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
に
も
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
頃
に
パ
リ
に
初
め
て
日
本
漆
器
を
扱
う
専
門
店
が
登
場
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
一
九
世
紀
パ
リ
の
商
業
・
産
業
名
鑑
『
デ
ィ
ド
・
ボ
タ
ン
』
に

お
い
て
一
八
六
一
年
に
初
め
て
「
ラ
ッ
ク
・
ド
・
シ
ー
ヌ
」（
直
訳
す
る
と
中
国

の
漆
器
。
た
だ
し
一
七
世
紀
以
来
、
日
本
の
漆
器
も
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
）
の

見
出
し
の
も
と
、
日
本
の
漆
器
を
取
り
扱
う
茶
の
専
門
店
が
収
録
さ
れ
る
。
ブ

イ
エ
ッ
ト
の
「
ア
・
ラ
・
ポ
ル
ト
・
シ
ノ
ワ
ー
ズ
」（
一
八
二
六
年
創
業
、
一
八

八
六
年
ま
で
収
録
さ
れ
る
）、
Ｊ
・
Ｇ
・
ウ
ー
セ
の
「
オ
・
セ
レ
ス
ト
・
ア
ン

ピ
ー
ル
」（
一
八
七
〇
年
ま
で
収
録
）、
ド
セ
ル
の
「
ラ
ン
ピ
ー
ル
・
セ
レ
ス
ト
」

（
一
八
五
六
年
に
は
存
在
し
た
）
で
あ
る
。
専
門
店
は
そ
の
後
増
え
て
い
く
。

　

今
井
氏
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
エ
ー
ル
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
あ
た
る
一
八
六
〇

年
、
六
一
年
、
六
四
年
の
三
回
に
わ
た
っ
て
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
版
画

の
売
り
立
て
を
行
い
、
そ
の
売
り
上
げ
を
新
た
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
資
金

と
し
、
た
と
え
ば
一
八
六
二
年
の
デ
ュ
・
パ
ン
大
佐
の
売
り
立
て
で
、
高
価
な

漆
器
を
購
入
し
て
い
る
。

　

モ
ス
カ
テ
ィ
エ
ッ
ロ
氏
、
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
、
今
井
氏
の
調
査
に
よ
る
一
九
世

紀
の
公
開
売
り
立
て
の
中
で
、
日
本
の
漆
器
を
扱
っ
た
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

一
八
〇
二
年	

ジ
ュ
イ
ヨ

一
八
二
一
年	

ダ
ヴ
ァ
ル
（「
日
本
の
漆
の
メ
ダ
イ
オ
ン
」
と
あ
る
の

は
、
一
八
世
紀
末
の
肖
像
プ
ラ
ケ
ッ
ト
の
類
か
）

一
八
二
六
年	

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
サ
レ

一
八
二
六
、
二
七
年	

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ノ
ン
（
版
画
家
で
初
代
ル
ー
ヴ
ル
館

長
、
一
七
四
七
～
一
八
二
五
。）
中
国
磁
器
一
四
七
点
、

中
国
や
日
本
の
漆
器
一
二
三
点
を
含
む
一
八
世
紀
末
～

一
九
世
紀
初
頭
の
蒐
集
品
が
、
没
後
の
売
り
立
て
で
散

逸
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
エ
ー
ル
も
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
か
つ
て
あ
っ
た
作
品
を
購
入
し
て
い

る
：T

H
403, T

H
413, T

H
407

）

一
八
二
七
年	

テ
ィ
ツ
ィ
ン
グ
（
一
七
七
九
～
八
四
年
の
在
日
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
）

一
八
二
八
年	

ヌ
ヴ
（
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
、

フ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ー
ム
・
ハ
ウ
ク
ヘ
ー
ス
ト
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
売
り
立
て
）

一
八
三
五
年	

Ａ
・
ル
ブ
ラ
ン

一
八
四
二
年	

ポ
ー
ル
・
ジ
ニ
エ

一
八
四
六
年　

	

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
＝
ル
イ
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
ギ
ー
ニ
ュ
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（
在
中
国
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
も
務
め
た
）

一
八
五
〇
年　

	

ル
イ
＝
フ
ィ
デ
ル
・
ド
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
・
デ
ュ
メ
ニ
ル

（
※
一
八
五
二
年　

	

ド
ゥ
ル
オ
競
売
場
落
成
）

一
八
五
七
年　

	

モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人
（
中
国
と
日
本
の
品
六
一
三
点

と
い
う
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
り
立
て
。
今
井

氏
に
よ
る
と
テ
ィ
エ
ー
ル
も
少
な
く
と
も
九
点
購
入
： 

T
H

394, T
H

401, T
H

407, T
H

409, T
H

411, T
H

415, 
T

H
417, T

H
431, T

H
445

）

一
八
六
二
年	

デ
ュ
・
パ
ン
大
佐
（
清
朝
ア
ヘ
ン
戦
争
の
折
の
円
明
園

の
略
奪
に
加
わ
っ
た
後
、
日
本
に
立
ち
寄
っ
て
買
い
付

け
を
行
い
、
両
国
の
美
術
工
芸
品
を
大
量
に
持
ち
帰
っ

た
。
テ
ィ
エ
ー
ル
が
草
稿
を
所
蔵
し
て
い
た
『
日
本
』

の
著
者
。
テ
ィ
エ
ー
ル
も
購
入
：T

H
355, T

H
356, 

T
H

444

）

一
八
六
四
年　

	

ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ピ
オ
（
美
術
史
家
・
蒐
集
家
） 

一
八
六
五
年　

	

プ
ル
タ
レ
＝
ゴ
ル
ジ
エ
（
今
井
氏
に
よ
る
と
テ
ィ
エ
ー

ル
も
購
入T

H
405

）

	

ベ
リ
ー
公
爵
夫
人

　

今
井
氏
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
エ
ー
ル
は
こ
う
し
た
売
り
立
て
に
自
身
で
直
接
参

加
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
当
時
の
東
洋
趣
味
の
売
り
立
て
の
四
分
の
一

を
仕
切
っ
て
い
た
大
手
美
術
商
、
シ
ジ
ス
モ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ム
や
、
ド
・
ノ
リ

ヴ
ォ
、
マ
リ
ネ
と
い
っ
た
仲
介
人
に
購
入
を
委
託
し
て
い
た
。

　

こ
の
後
は
、
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
も
あ
り
、
日
本
へ
直
接
買
い
付
け
に

行
く
人
々
も
現
れ
始
め
る
。

　

テ
ィ
エ
ー
ル
に
関
し
て
言
え
ば
、
第
三
共
和
政
の
大
統
領
に
就
任
し
て
い
た

一
八
七
二
年
一
二
月
二
七
日
に
は
、
岩
倉
使
節
団
の
公
式
謁
見
を
受
け
た
り
、

そ
の
後
互
い
に
夕
食
会
に
招
き
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
パ
リ
に
い
な
が
ら
に
し

て
、
日
本
の
中
枢
部
と
直
接
に
関
わ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
今
井
氏
に
よ
れ
ば
、

テ
ィ
エ
ー
ル
図
書
館
に
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
一
一
月
四
日
付
の
三

条
実
美
が
認
め
た
明
治
天
皇
の
親
書
が
伝
わ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
は
『
明
治
天
皇
紀
』
に
よ
れ
ば
、
使
節
の
発
遣
の
儀
に
際
し
、
使
節
に

各
国
首
脳
宛
の
国
書
が
託
さ
れ
た
う
ち
の
一
通
で
あ
る
が
、
当
時
の
明
治
政
府

の
慣
例
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
親
書
が
送
ら
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く

画
帖
、
磁
器
、
銅
器
、
蒔
絵
書
棚
や
料
紙
箱
と
い
っ
た
贈
品
を
伴
う
の
で
、
テ
ィ

エ
ー
ル
が
使
節
団
か
ら
贈
品
を
受
け
取
っ
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ

る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
記
録
は
み
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
現
存
作
品
に
同
定
も

さ
れ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
記
の
よ
う
に
テ
ィ
エ
ー
ル
が
東
洋
の
美
術
工
芸
品
に

興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
一
八
四
〇
年
代
は
、
日
本
か
ら
の
新
た
な
漆
器
の
入
荷

は
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
一
八
世
紀
の
貴
族
た
ち
が
手
放
し
た
作

品
が
市
場
に
多
く
出
回
っ
て
い
た
と
想
像
で
き
る
。
一
九
五
八
年
の
日
仏
修
好

通
商
条
約
の
締
結
を
機
に
、
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
品
々
が
種
類
も
量
も
増

加
し
て
い
き
、
一
八
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
七
〇
年
頃
に
は
、
そ
れ
ま
で
に

輸
出
さ
れ
た
蒔
絵
と
は
異
な
る
輸
出
用
の
蒔
絵
が
現
れ
始
め
て
い
た
と
と
ら
え

ら
れ
る
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
作
品
の
う
ち
、
い
ず
れ

が
江
戸
時
代
の
京
都
製
で
、
い
ず
れ
が
幕
末
の
江
戸
製
、
あ
る
い
は
明
治
時
代

の
東
京
・
横
浜
製
、
な
ど
と
は
っ
き
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
テ
ィ
エ
ー

ル
の
蒐
集
期
の
パ
リ
市
場
に
、
江
戸
時
代
に
す
で
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
漆
器
が

多
く
出
回
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

次
節
で
、
実
際
の
作
品
の
調
査
報
告
を
行
い
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
背
景
に
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ど
の
よ
う
に
合
致
す
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

調
査
報
告
リ
ス
ト

　

次
に
掲
げ
る
表
1
は
、
二
〇
一
三
年
の
一
月
と
一
二
月
の
二
回
に
分
け
て

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
工
芸
部
門
の
収
蔵
庫
で
行
っ
た
調
査
の
報
告
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
通
し
番
号
は
、
本
誌
巻
頭
の
カ
ラ
ー
図
版
12
の
枝
番
号
と
一
致
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
表
の
1
番
は
、
カ
ラ
ー
図
版
12

－

1
に
対
応
し
て
お
り
、
カ

ラ
ー
図
版
に
は
、
作
品
の
台
帳
番
号
と
法
量
を
添
え
て
あ
る
。
名
称
は
筆
者
が

便
宜
的
に
つ
け
た
。

　

表
の
配
列
は
順
不
同
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
の
分
類
と
し
て
、
制
作
年
が
一
七

世
紀
～
一
八
世
紀
に
遡
り
う
る
作
品
を
前
寄
り
に
配
し
、
そ
の
中
で
西
洋
の
彫

金
マ
ウ
ン
ト
を
施
さ
れ
た
も
の
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て
フ

ラ
ン
ス
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
後
ろ
寄
り
に
し
て
、
日
本
製
で

は
な
い
模
造
漆
の
作
品
を
最
後
に
し
た
。

　

1
番
の
盆
は
、
残
念
な
が
ら
収
蔵
庫
内
で
も
展
示
室
で
も
み
つ
か
ら
ず
、
ラ

カ
ン
ブ
ル
氏
と
今
井
氏
が
撮
影
し
た
写
真
を
参
考
に
し
た
。
32
番
は
、
表
中
に

も
述
べ
た
が
、
テ
ィ
エ
ー
ル
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
義
妹
の
ド
ー

ヌ
嬢
が
寄
贈
し
た
嗅
ぎ
煙
草
入
れ
の
一
部
で
あ
る
。
日
本
の
蒔
絵
の
パ
ネ
ル
を

マ
ウ
ン
ト
し
た
作
品
を
収
蔵
ケ
ー
ス
内
に
み
か
け
た
の
で
、
未
調
査
な
が
ら
参

考
の
た
め
に
ガ
ラ
ス
越
し
に
撮
影
し
た
写
真
を
収
録
し
た
。

　

49
番
に
は
、
50
～
61
番
の
印
籠
の
大
き
さ
を
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
集
合
写

真
を
挿
入
し
て
い
る
。

　

表
に
は
、
器
物
の
形
状
、
加
飾
技
法
、
文
様
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
観
察
し

得
た
と
お
り
を
記
し
、
法
量
の
後
に
備
考
欄
を
設
け
て
気
が
つ
い
た
こ
と
を
簡

単
に
記
し
た
が
、
表
の
後
に
、
紙
幅
の
許
す
範
囲
で
モ
ノ
ク
ロ
画
像
を
示
し
な

が
ら
所
見
を
述
べ
た
い
。

　

な
お
、
表
中
の
Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
と
は
、
ブ
ー
ル
カ
ン
ブ
レ
ス
と
ア
ラ
ス
で
開
か
れ

た
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
の
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
註
1
に
示
し
た
展
覧
会
図
録
に
美
し
い
カ
ラ
ー
写
真

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

挿図 2 　ルーヴル美術館収蔵庫での調査風景
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表
1　

ア
ド
ル
フ
・
テ
ィ
エ
ー
ル
蒔
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
報
告
リ
ス
ト

図
版

番
号

名　
　

称

台
帳

番
号

形　
　

態

技　
　

法

文　
　

様

縦
横
／
径
cm

高
さ
cm

備　
　

考

1

※
色
紙
短
冊
散
ら
し
菊
紋
蒔

絵
香
盆

（
図
12

－

1
の
最
下
段
右
寄
り
）

TH394

※
未
見
。
入
隅
長
方
形
、
縁
つ
き
、
お
そ

ら
く
足
つ
き
の
盆
。

短
冊
、
色
紙
、
菊
花
紋
散
ら
し
。

（
20.7
＊

27.0
）

（
3.0
）

※
今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
中
の
「
金
銀
の

絵
の
長
方
形
盆　

一
枚
」
に
あ
た
る
と
さ
れ

る
。

写
真
で
見
る
限
り
、
一
九
世
紀
。

2

仙
人
蒔
絵
重
ね
菱
形
箱

TH407

隅
丸
菱
形
を
二
つ
横
に
重
ね
並
べ
、
甲
盛
、

蓋
の
稜
線
の
み
唐
戸
面
取
と
し
た
、
印
籠

蓋
造
の
箱
。

外
面
は
、
黒
漆
地
と
し
、
天
板
は
、
金
・
青
金

薄
肉
高
蒔
絵
、
研
出
蒔
絵
、
描
割
、
金
付
描
、

朱
漆
、
銀
鋲
。
側
面
は
、
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔

絵
、
平
蒔
絵
、
金
付
描
、
金
・
銀
切
金
、
銀
蒔

暈
か
し
。
内
部
と
立
上
り
は
錫
粉
詰
梨
地
。
面

取
と
口
縁
は
金
地
。

蓋
表
に
は
、
鳥
の
羽
ま
た
は
木
の
葉
に
寝
そ
べ

る
脚
絆
を
つ
け
た
男
児
に
松
葉
と
露
を
添
え
た

図
。
松
葉
と
水
だ
け
を
食
し
て
生
き
る
仙
人
の

表
現
か
（
挿
図
3
）。

側
面
は
、
岩
場
の
下
草
と
竹
の
子
、
竹
の
切
り

株
、
竹
、
鳥
三
羽
。

9.4
×

18.4

11.7

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
に
よ
る
と
、ヴ
ィ

ヴ
ァ
ン
・
ド
ノ
ン
（
一
七
四
七
～
一
八
二
五
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
八
二
六
年
成
立
の
売
立

目
録
に
記
載
あ
り
。

大
変
珍
し
い
図
。
も
と
は
懸
子
が
あ
っ
た
か
。

Ｖ
＆
Ａ
や
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
蒔
絵
技
法
が
共
通
す
る
こ
の
大
き
さ
の
箱

が
あ
る
。

一
七
世
紀
後
半
。

3

秋
草
雉
子
蒔
絵
小
箱

TH411

隅
丸
長
方
形
、
甲
盛
、
塵
居
、
口
に
懸
子

一
枚
を
掛
け
収
め
る
小
箱
。

外
面
は
、
総
体
黒
漆
地
に
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
平

蒔
絵
、
錫
鋲
、
錫
製
花
弁
形
金
貝
（
挿
図
4
）、

金
付
描
、
切
金
。
懸
子
の
外
側
面
、
黒
地
。
身

の
内
部
、
立
上
り
、
懸
子
内
部
は
詰
梨
地
。
塵

居
、
口
縁
、
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
は
、
土
坡
に
菊
、
萩
、
露
、
雉
子
の
番
い
、

月
。
合
口
部
の
両
側
に
七
宝
花
菱
の
帯
文
様
。

8.1
×
9.8

5.6

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
最
近
に
な
っ
て
西
洋
ニ
ス
の
修

理
を
施
さ
れ
て
い
る
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
の
指

摘
通
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
の
一
六
七
四
年

や
一
六
九
〇
年
の
目
録
に
記
載
さ
れ
、
デ
ン

マ
ー
ク
国
立
博
物
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
小

箱
類
と
文
様
の
傾
向
や
技
法
や
が
共
通
す
る
。

今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。

一
七
世
紀
後
半
。

4

花
鳥
蒔
絵
沈
箱

TH404

円
形
、
甲
盛
、
塵
居
、
台
挿
造
、
底
裏
に

挽
物
製
の
三
つ
足
を
つ
け
、
内
部
に
持
ち

手
を
つ
け
た
盆
を
収
め
、
盆
の
上
に
棗
形

の
小
型
円
形
合
子
七
合
を
七
曜
形
に
置
い

た
箱
。
た
だ
し
盆
は
抜
け
な
く
な
っ
て
い

る
。
小
合
子
は
唐
戸
面
取
、
印
籠
蓋
造
、

浅
い
高
台
つ
き
。
高
台
周
り
の
腰
部
分
も

唐
戸
面
取
。（
挿
図
5
）

蓋
の
外
面
は
、
淡
い
梨
地
に
金
薄
肉
高
蒔
絵
の

部
分
と
、
黒
漆
地
に
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、

描
割
、
金
切
金
、
金
極
付
、
銀
型
押
し
片
象
嵌

の
部
分
が
あ
る
（
挿
図
8
）。
内
部
は
詰
梨
地
。

口
縁
と
基
台
部
の
小
口
は
金
地
。
底
裏
は
疎
ら

な
梨
地
。
小
合
子
外
面
は
、
黒
漆
地
に
金
平
蒔

絵
。
小
合
子
内
部
は
詰
梨
地
。
小
合
子
の
蓋
の

面
取
部
は
金
粉
溜
、
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
、

高
台
内
は
梨
地
と
す
る
。

蓋
表
に
は
円
形
の
絵
窓
、
蓋
鬘
に
は
隅
丸
長
方

形
の
絵
窓
四
つ
を
描
き
、
蓋
表
は
、
岩
に
六
羽

の
小
禽
（
挿
図
7
）、
猿
捕
茨
な
ど
の
下
草
。

側
面
に
は
、
柴
垣
に
梅
、
籬
に
菊
・
桔
梗
・
女

郎
花
、
山
裾
の
楼
閣
、
岩
に
菊
と
猿
捕
茨
。
小

合
子
は
蓋
表
に
十
六
重
弁
の
菊
花
紋
を
ひ
と
つ

ず
つ
。
小
合
子
の
合
口
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
朱
漆

で
「
ふ
」「
く
」「
み
」「
ま
」「
い
」「
ら
」「
む
」

の
文
字
を
書
き
、
合
わ
せ
目
の
印
と
す
る
。
内

容
物
の
頭
文
字
か
（
挿
図
6
）。

14.0

9.5

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
の
指
摘
ど
お
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
一
六

九
〇
年
の
目
録
に
記
載
さ
れ
る
同
じ
形
状
の

品
が
あ
る
。

合
わ
せ
目
の
印
か
ら
、
国
内
用
と
思
わ
れ
る
。

小
合
子
の
法
量
は
、
径4.23cm

　

高4.78cm

。

一
七
世
紀
後
半
。

5

花
鳥
蒔
絵
入
隅
盆

TH415

入
隅
長
方
形
、
縁
つ
き
、
直
角
板
足
つ
き

の
盆
。

黒
漆
地
に
金
・
銀
平
蒔
絵
、
金
付
描
、
淡
い
銀

蒔
暈
か
し
、
部
分
的
に
金
梨
地
。
口
縁
は
金
地
。
水
辺
の
土
坡
に
萩
と
雉
子
の
番
い
。

18.0
×

19.2

2.2

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。

今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。

提
重
の
内
容
品
か
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
。
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6

楼
閣
山
水
雉
鴛
鴦
蒔
絵
香
箪
笥

TH395

長
方
形
、
唐
戸
面
取
、
底
裏
四
隅
に
直
角

板
足
を
つ
け
、
長
側
面
の
一
方
を
慳
貪
蓋

と
し
、
中
に
、
上
下
に
幅
一
杯
の
二
枚
棚

板
を
設
け
、
こ
の
棚
板
の
あ
い
だ
を
縦
板

で
仕
切
り
、
そ
の
左
半
分
に
五
段
の
引
出

し
を
納
め
、
下
の
棚
板
の
下
に
幅
一
杯
の

引
出
し
ひ
と
つ
を
納
め
た
香
箪
笥
。
上
段

の
棚
の
上
に
は
お
そ
ら
く
香
盆
を
納
め
た

引
出
し
が
、
ま
た
、
中
段
右
半
分
に
は
香

炉
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
い
ず
れ
も
欠
失
。

天
板
中
央
に
半
裁
木
瓜
形
の
提
手
を
、
慳

貪
蓋
上
辺
中
央
と
下
辺
左
右
に
魚
々
子
地

に
唐
草
を
蹴
り
彫
り
し
た
留
め
金
具
、
引

出
し
に
は
菊
花
形
鐶
座
の
引
手
を
つ
け
る
。

い
ず
れ
も
銀
製
。
最
下
段
の
引
出
し
内
部

に
は
銀
襴
を
内
張
す
る
。

天
板
と
四
側
面
は
非
常
に
細
か
い
淡
い
青
金
梨

地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
平
蒔
絵
、
金
切

金
、
金
付
描
。
引
出
し
表
は
、
詰
梨
地
に
金
平

蒔
絵
。
内
部
と
底
裏
は
、
詰
梨
地
。
棚
の
小
口
、

面
取
部
、
引
出
し
口
縁
は
金
地
。

天
板
に
は
、
水
辺
の
岩
に
雉
子
の
番
い
、
芦
、

猿
捕
茨
、
雲
間
の
月
。
扉
表
は
、
周
囲
を
条
線

で
囲
い
、
楼
閣
山
水
図
に
松
。
左
右
側
面
は
囲

い
線
な
し
で
楼
閣
山
水
図
。
背
面
は
、
水
辺
の

土
坡
に
芦
と
鴛
鴦
の
番
い
。
引
出
し
は
、
流
水

に
桜
、
菊
、
楓
、
桔
梗
、
雪
の
下
（
あ
る
い
は

山
葵
？
）、
沢
瀉
、
扇
流
し
。

8.3
×

14.5

12.5

江
戸
時
代
か
ら
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

国
内
向
け
の
香
箪
笥
。

法
量
の
高
さ
は
、
提
手
を
入
れ
る
と

13.0cm

。
奥
行
は
、
扉
の
摘
み
を
の
ぞ
く
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
。

7

花
鳥
蒔
絵
螺
鈿
象
嵌
香
箪
笥

TH431

長
方
形
、
長
側
面
の
一
方
に
観
音
開
き
の

扉
を
つ
け
、
中
に
五
段
十
一
個
の
引
出
し

を
納
め
た
香
箪
笥
。
底
裏
の
四
方
に
や
や

内
側
か
ら
外
に
張
り
出
す
直
角
板
足
を
つ

け
る
。
天
板
に
提
手
の
あ
っ
た
跡
が
あ
る

（
孔
を
隠
す
た
め
本
物
の
珊
瑚
で
修
復
し
て

あ
る
）。
最
上
段
の
引
出
し
に
は
、
縁
つ

き
直
角
板
足
つ
き
の
香
盆
を
納
め
、
最
下

段
の
二
つ
の
引
出
し
に
は
底
面
に
押
し
出

し
孔
を
開
け
、
そ
れ
ぞ
れ
長
方
形
、
印
籠

蓋
造
の
小
箱
を
二
つ
ず
つ
納
め
る
（
挿
図

9
）。
扉
の
蝶
番
、
留
め
金
具
（
掛
け
金
具

は
欠
失
）、
引
出
し
引
手
は
全
て
銀
製
。

箪
笥
の
外
面
と
引
出
し
の
前
面
は
、
刑
部
梨
地
。

箪
笥
外
面
は
金
・
銀
高
蒔
絵
、
薄
肉
高
蒔
絵
、

付
描
、
針
描
、
描
割
、
金
切
金
、
金
・
銀
型
押

し
片
象
嵌
（
挿
図
12
・
13
）、
螺
鈿
、
疑
似
珊

瑚
（
下
に
朱
色
顔
料
を
お
い
た
半
透
明
の
石
ま

た
は
貝
）。
香
盆
の
縁
は
刑
部
梨
地
、
見
込
み

は
淡
い
梨
地
と
し
、
箪
笥
外
面
と
同
じ
蒔
絵
技

法
で
加
飾
。
小
箱
外
面
は
、金
粉
溜
に
金
・
銀
・

青
金
の
付
描
、
金
切
金
。
扉
裏
は
、
普
通
の
梨

地
に
外
面
と
同
じ
蒔
絵
技
法
で
加
飾
。
内
部
と

小
箱
の
立
上
り
は
梨
地
。
底
裏
は
淡
い
銀
梨
地
。

面
取
部
と
扉
や
棚
板
の
小
口
、
引
出
し
や
小
箱

の
口
縁
、
小
箱
の
合
口
部
は
金
地
。

天
板
：
岩
に
梅
と
椿
、
鶯
二
羽
。
扉
表
：
同
上
、

た
だ
し
鶯
一
羽
、
笹
を
加
え
る
（
挿
図
10
）。

右
側
面
：
同
上
、
た
だ
し
鴬
な
し
、
波
頭
を
加

え
る
。
左
側
面
：
岩
に
松
と
梅
、
瀧
と
小
鳥
一

羽
、下
草
。
背
面
：
岩
に
松
と
梅
、笹
竜
胆
、椿
、

雉
一
羽
。
引
出
し
前
面
：
菊
、
桔
梗
、
小
菊
の

折
枝
。
扉
裏
：
椿
と
梅
の
折
枝
。
香
盆
：
岩
に

桜
、
椿
、
笹
（
挿
図
11
）。
小
箱
天
板
：
そ
れ

ぞ
れ
、
朝
顔
、
鉄
線
、
夕
顔
、
葡
萄
。

7.3
×

16.7

11.7

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
に
よ
れ
ば
、
ブ

ラ
ン
の
記
録
か
ら
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
と

わ
か
る
。

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
や
尾
張
徳
川
家

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
箪
笥
や
小
箱
と
同
じ
技

法
。

盆
の
法
量
は
、6.2

×15.7cm

　

高0.9cm

。
小

箱
の
法
量
は
、5.68

×3.64cm

　

高2.62cm

。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
。

8

小
犬
蒔
絵
小
盆

TH429

長
方
形
、
縁
つ
き
、
足
な
し
。
も
と
は
小

箱
の
内
容
品
と
思
わ
れ
る
盆
。

縁
か
ら
見
込
み
に
か
け
て
、
金
粉
溜
地
に
金
・

銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
金
貝
、
金
付
描
、

針
描
、銀
蒔
暈
か
し
。
縁
裏
、底
裏
は
、詰
梨
地
。

扇
で
遊
ぶ
子
犬
二
匹
。
犬
の
足
元
に
蒔
暈
か
し

で
地
面
を
表
現
す
る
。

5.45
×

8.24

0.6

今
井
氏
も
内
容
品
と
推
定
。

一
八
世
紀
前
半
。

9

唐
子
闘
鶏
蒔
絵
小
盆

TH430

長
方
形
、
縁
つ
き
、
底
裏
の
四
隅
に
直
角

板
足
を
つ
け
た
盆
。
縁
裏
に
水
平
面
が
あ

り
、
箱
の
口
縁
に
か
か
っ
て
い
た
内
容
品

で
あ
っ
た
と
判
る
。

縁
の
表
か
ら
見
込
み
に
か
け
て
、
金
粉
溜
地
に

金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、
朱
漆
、

黒
漆
、
金
切
金
、
青
金
蒔
暈
か
し
。
縁
裏
は
、

詰
梨
地
。
底
裏
と
足
は
、
疎
ら
な
梨
地
。
口
縁

は
金
地
。

縁
か
ら
見
込
み
に
か
け
て
、
車
輪
松
の
下
で
闘

鶏
を
し
て
遊
ぶ
唐
子
五
人
を
描
く
。

4.73
×

8.15

0.1

今
井
氏
も
内
容
品
と
推
定
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
の
上
質
の
蒔
絵
。

10

菊
蒔
絵
沈
箱

TH428

長
方
形
、
甲
盛
、
塵
居
、
印
籠
蓋
造
、
二

段
に
蓋
を
乗
せ
、
底
裏
に
直
角
板
足
を
つ

け
た
箱
。
蓋
裏
が
抉
れ
て
い
る
の
で
天
板

は
乾
漆
製
か
。
下
段
に
は
押
し
出
し
孔（
指

ぬ
き
）
が
あ
っ
た
の
を
塞
ぎ
、
漆
で
補
修

し
て
い
る
。

蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
、
金
粉
溜
地
に
、
金
・

銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
付
描
、
描
割
、
針
描
、

金
金
貝
。
底
裏
と
足
は
黒
地
の
多
い
梨
地
。
内

部
、
立
上
り
は
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

重
箱
上
段
の
外
側
面
の
割
れ
と
、
下
段
の
底
板

の
押
し
出
し
孔
を
塞
ぎ
、
上
下
段
の
見
込
み
に
、

金
・
青
金
消
粉
薄
肉
高
蒔
絵
で
後
補
（
挿
図

14
・
15
）。

蓋
表
で
一
画
面
、
長
短
二
側
面
で
一
画
面
と
し

た
計
三
画
面
に
、
土
坡
に
秋
草（
菊
、
薄
、
野
菊
、

桔
梗
、
忍
草
）
を
描
く
。
修
復
部
分
は
菊
の
花

や
折
枝
。

6.18
×

7.89

5.6

Ｖ
＆
Ａ
蔵
の
重
香
合
（W

.367-1910

）
な
ど

と
同
じ
工
房
の
商
品
。

本
来
、
一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
の
国

内
向
け
の
小
箱
や
盆
な
ど
を
納
め
た
小
型
の

沈
箱
で
あ
っ
た
も
の
が
破
損
し
、
そ
れ
を
一

九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
日
本
で
修
復
し
、
輸

出
し
た
も
の
か
。

つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
八
世
紀
以
前
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
九
世
紀
に
伝
世
し
た
の

で
は
な
く
、
一
九
世
紀
に
日
本
で
古
物
を
治

し
て
輸
出
し
た
こ
と
を
示
す
例
か
。

11

蔦
楓
蒔
絵
合
子

TH387

円
形
、
蓋
の
み
唐
戸
面
取
、
畳
付
き
を
微

か
に
面
取
、
底
裏
を
微
か
に
刳
っ
た
、
印

籠
蓋
造
の
合
子
。

蓋
表
と
身
の
側
面
は
淡
い
青
金
梨
地
と
し
、
蓋

表
に
は
、
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
絵
梨
地
、
朱
漆
、

金
・
銀
切
金
、
針
描
、
付
描
。
内
部
、
立
上
り
、

底
裏
は
詰
梨
地
。
蓋
裏
に
は
さ
ら
に
金
平
蒔
絵
。

蓋
表
は
、
土
坡
に
楓
、
岩
、
蔦
に
よ
り
蔦
の
細

道
を
表
す
。
蓋
裏
は
、
忍
草
と
薄
。
た
だ
し
こ

れ
は
ひ
び
割
れ
を
隠
す
た
め
の
後
補
か
。

8.1

2.2

も
と
の
合
子
は
一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
前

半
。

平
蒔
絵
の
文
様
で
ひ
び
割
れ
を
日
本
で
直
し

て
か
ら
海
外
へ
送
り
出
し
た
物
か
。
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12

芦
辺
鳥
蒔
絵
円
形
箱

TH445

円
形
、
甲
盛
、
蓋
表
の
み
唐
戸
面
取
、
台

挿
造
、
底
裏
に
挽
物
製
の
三
つ
足
を
つ
け

た
箱
。
底
辺
は
面
取
り
。
口
縁
に
浅
い
懸

子
を
置
く
。

蓋
表
、
蓋
鬘
、
基
台
部
側
面
は
、
金
地
と
し
、

蓋
表
は
金
・
銀
高
蒔
絵
、
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
青

金
蒔
暈
か
し
、
描
割
、
蓋
鬘
は
金
高
蒔
絵
、
金
・

銀
平
蒔
絵
、
金
・
銀
切
金
、
青
金
蒔
暈
か
し
。

内
部
、
懸
子
表
裏
、
合
口
部
は
梨
地
。
底
裏
は

一
段
疎
ら
な
梨
地
。
面
取
部
は
、
銀
粉
を
交
え

た
金
銀
地
。
口
縁
、
懸
子
縁
は
金
地
。

蓋
表
は
、
芦
の
葉
と
小
禽
四
羽
。
蓋
鬘
は
、
岩

に
下
草
。

13.5

8.1

今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
。

13

網
代
垣
に
木
菟
蒔
絵
香
道
具
箱

ま
た
は
茶
箱

TH386

長
方
形
、
や
や
甲
盛
、
唐
戸
面
取
、
畳
摺

り
を
面
取
し
た
印
籠
蓋
造
の
箱
。
現
状
で

は
盆
や
懸
子
は
な
い
。

総
体
梨
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
平

蒔
絵
、
金
付
描
、
描
割
、
金
・
銀
切
金
。
内
部
、

立
上
り
、
底
裏
は
一
段
疎
ら
な
梨
地
。
面
取
部

と
口
縁
は
金
地
。

蓋
表
は
、
網
代
編
み
の
茅
葺
き
屋
根
つ
き
の
垣

根
の
向
こ
う
に
梅
樹
、
垣
根
の
上
に
木
菟
（
挿

図
16
・
17
）。
四
側
面
は
、
籬
に
夕
顔
（
挿
図

18
）。

9.8
×

15.9

10.9

蓋
裏
に
「
名
□
□
□
」
の
墨
書
あ
り
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
。

14

桐
鳳
凰
蒔
絵
香
道
具
箱

ま
た
は
茶
箱

TH391

木
地
が
厚
く
重
い
。
長
方
形
、
微
か
に
甲

盛
、
蓋
表
の
み
面
取
、
印
籠
蓋
造
の
箱
。

口
縁
に
縁
つ
き
で
直
角
板
足
を
つ
け
た
盆

を
置
く
。

外
面
は
、
詰
梨
地
に
金
・
銀
薄
肉
高
蒔
絵
、
金

付
描
、
描
割
、
金
・
銀
切
金
、
青
貝
の
切
金
。

内
部
は
一
段
疎
ら
な
梨
地
。
蓋
裏
は
さ
ら
に
、

金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、
針
描
、
朱
漆
、
黒

漆
、
銀
研
出
蒔
絵
、
金
平
蒔
絵
、
金
・
銀
切
金
、

青
貝
切
金
、金
置
平
目
。
盆
表
は
詰
梨
地
に
金
・

青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、描
割
、付
描
、金
・
銀
切
金
。

身
の
立
上
り
、
盆
の
縁
裏
、
盆
の
足
外
面
は
詰

梨
地
。
盆
裏
、
盆
の
足
の
内
側
面
、
小
口
は
一

段
疎
ら
な
梨
地
。
箱
の
底
裏
は
さ
ら
に
疎
ら
な

梨
地
。
口
縁
、
合
口
部
、
盆
の
口
縁
は
金
地
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
を
一
画

面
と
し
、
一
本
の
桐
の
樹
と
鳳
凰
一
羽
を
描
く
。

文
様
の
位
置
に
よ
り
、
蓋
の
前
後
は
入
れ
替
え

不
可
。
蓋
裏
に
は
二
羽
の
鶴
と
下
草
。
盆
の
見

込
み
に
、
桐
の
花
枝
を
咥
え
た
も
う
一
羽
の
鳳

凰
を
描
く
。

19.8
×

12.6

13.5

一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
前
半
。

15

蔦
の
細
道
蒔
絵
沈
箱

TH392

入
隅
長
方
形
、
胴
張
、
甲
盛
、
塵
居
、
蓋

の
長
側
面
に
火
灯
窓
形
の
手
が
け
を
刳
り
、

蓋
の
口
縁
を
玉
口
と
し
、
三
段
重
箱
の
上

に
深
く
被
せ
る
被
蓋
造
の
箱
。
重
箱
は
入

隅
の
四
方
桟
蓋
式
で
、
最
下
段
の
長
側
面

中
央
に
、
銀
製
蔦
の
葉
形
鐶
座
に
金
銅
製

菊
花
形
の
金
具
を
か
ま
せ
て
銀
製
鐶
を
通

し
た
紐
金
具
を
打
つ
。
紐
金
具
の
箱
内
側

面
の
受
け
座
に
は
織
田
木
瓜
紋
を
蹴
り
彫

り
す
る
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
、
底
裏
に
か
け
て
、

細
か
い
金
粉
の
地
に
梨
地
粉
を
斑
に
蒔
い
た
地

に
、
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
螺
鈿
、
金
付
描
、
針
描
、

金
・
銀
切
金
。
内
部
は
、
黒
地
の
見
え
る
青
金

平
目
地
。
口
縁
は
金
地
。

蓋
表
中
央
に
笈
を
描
き
（
挿
図
19
）、
こ
の
笈

の
側
面
に
は
男
鹿
（
挿
図
20
）
と
楓
を
描
く
。

蓋
鬘
と
重
箱
の
側
面
に
は
蔦
を
描
き
、
全
体
で

『
伊
勢
物
語
』
の
蔦
の
細
道
を
表
す
。

9.29
×

7.07

6.46

国
内
向
け
の
香
道
具
か
。
側
面
の
、
蓋
に
保

護
さ
れ
て
い
た
部
分
は
、
梨
地
漆
の
塗
膜
が

残
っ
て
お
り
、
色
が
異
な
る
（
挿
図
21
）。

法
量
の
幅
は
金
具
を
入
れ
る
と7.35cm

。

一
八
世
紀
。

16

唐
子
蒔
絵
沈
箱

TH426

入
隅
長
方
形
、甲
盛
、塵
居
、深
い
被
蓋
造
、

二
段
重
箱
の
下
段
の
四
隅
に
彫
板
上
の
足

を
つ
け
、
底
裏
に
押
し
出
し
孔
（
指
ぬ
き
）

を
穿
ち
、
中
に
入
隅
小
判
形
、
被
蓋
造
の

小
箱
四
合
を
納
め
、
重
箱
の
上
段
は
底
裏

に
小
さ
な
四
つ
足
を
つ
け
、
口
縁
に
、
縁

つ
き
で
低
い
四
つ
足
つ
き
の
盆
を
乗
せ
る
。

小
箱
も
甲
盛
、
塵
居
が
あ
り
、
蓋
鬘
の
長

辺
に
半
裁
木
瓜
形
の
手
掛
け
を
刳
る
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
は
金
地
と
し
、
金
・

銀
薄
肉
高
蒔
絵
、
平
蒔
絵
、
金
・
銀
金
貝
、
金
・

銀
切
金
、
金
付
描
、
針
描
、
黒
漆
な
ど
。
盆
見

込
み
は
、
青
金
地
に
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
・
銀

切
金
、
金
付
描
。
小
箱
も
青
金
地
に
金
・
銀
薄

肉
高
蒔
絵
、
朱
漆
に
銀
粉
を
蒔
い
た
研
出
蒔
絵
、

金
・
銀
切
金
、
金
付
描
な
ど
。
内
部
と
底
裏
は

全
て
詰
梨
地
。
口
縁
は
全
て
金
地
。

蓋
表
に
は
、
建
物
の
中
で
梅
や
椿
を
花
瓶
に
生

け
る
唐
子
、
軍
配
団
扇
を
手
に
階
段
を
登
る
唐

子
、
双
六
で
遊
ぶ
唐
子
た
ち
、
梅
、
松
、
菊
、

女
郎
花
、
雲
（
挿
図
22
）。
蓋
鬘
に
は
、
傘
を
持

つ
子
、
犬
を
引
く
子
、
蝶
を
追
う
子
、
笛
や
太

鼓
を
演
奏
す
る
子
、
踊
る
子
、
鳥
か
ご
か
ら
鳥

を
逃
が
す
子
、
逃
げ
た
鳥
を
追
う
子
な
ど
の
唐

子
と
下
草
類（
挿
図
23
～
26
）。
身
の
側
面
に
は
、

椿
、
水
仙
、
梅
、
桜
、
野
薔
薇
、
牡
丹
、
女
郎

花
、
萩
、
桔
梗
、
菊
、
撫
子
な
ど
の
折
枝
と
、
雀
、

燕
、
鶯
、
千
鳥
な
ど
の
小
禽
を
散
ら
す
。
盆
見

込
み
に
は
、楼
閣
山
水（
挿
図
27
）。小
箱
は
、一
、

梅
に
虎
、
側
面
は
車
輪
松
散
ら
し
、
二
、
獅
子

牡
丹
、
側
面
は
桜
花
散
ら
し
、
三
、
楓
に
雌
雄

の
鹿
、
側
面
は
梅
花
散
ら
し
、
四
、
雪
持
ち
笹

に
兎
、
側
面
は
菊
花
散
ら
し
（
挿
図
28
）。

9.4
×

13.2

7.9

盆
の
法
量
は
、8.9

×12.6cm

　

高1.0cm

。

小
箱
の
法
量
は
、6.0

×4.1cm

　

高2.7cm

。

手
の
込
ん
だ
力
作
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
。

79



17

草
花
蒔
絵
小
判
形
合
子

TH421

小
判
形
、
甲
盛
、
蓋
に
稜
線
は
な
く
、
大

き
な
丸
面
取
り
と
し
た
、
印
籠
蓋
造
の
小

箱
。
身
の
側
面
も
緩
や
か
に
下
に
向
か
っ

て
す
ぼ
ま
る
の
で
、
全
体
で
繭
の
よ
う
な

形
の
合
子
。
平
底
。

蓋
表
か
ら
身
の
側
面
に
か
け
て
、
金
地
に
金
・

銀
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、
針
描
、
金
切
金
。

蒲
公
英
、
菫
、
鈴
菜
な
ど
の
春
の
草
花
を
三
段

に
分
け
て
描
く
。

8.05
×

5.16

3.48

今
井
氏
は
大
き
な
箱
の
内
容
品
と
推
定
。

一
八
～
一
九
世
紀
前
半
。

18

菊
枝
蒔
絵
香
合

TH427

長
方
形
、
甲
盛
、
丸
底
、
印
籠
蓋
造
、

身
の
腰
を
丸
く
作
り
、
丸
底
と
す
る
た

め
、
身
と
蓋
の
外
見
が
同
じ
合
子
。
次
の

T
H

410

と
違
っ
て
、
内
部
は
身
も
蓋
も
側

板
と
の
境
目
に
角
が
な
く
、
緩
や
か
に
立

ち
上
が
る
。

外
面
は
総
金
地
。
蓋
表
か
ら
身
の
側
面
に
か
け

て
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
・
銀
平
蒔
絵
、
付
描
、

針
描
。
内
部
と
立
上
り
は
詰
梨
地
。
口
縁
と
合

口
部
は
金
地
。

菊
の
折
枝
一
本
。

7.94
×

6.05

1.88

一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
。

19

釣
花
入
蒔
絵
香
合

TH410

長
方
形
、
甲
盛
、
丸
底
、
印
籠
蓋
造
の
小

さ
な
箱
。
底
辺
も
面
取
り
す
る
が
、
完
全

な
丸
面
取
り
で
は
な
い
。
内
部
は
身
の
内

も
蓋
裏
も
角
が
あ
る
。

外
面
は
、
黒
地
が
多
く
見
え
る
細
か
い
青
金
粉

に
よ
る
斑
梨
地
。
蓋
表
は
、
金
・
銀
平
蒔
絵
、

金
付
描
、
金
描
割
。
内
部
は
詰
梨
地
。
立
上
り
、

口
縁
、
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
に
、
鎖
の
つ
い
た
釣
船
花
入
れ
に
、
牡
丹
、

菊
、
藤
の
花
を
生
け
た
図
。

9.45
×

6.60

1.8

Cf.

Ｖ
＆
Ａ　

W
313-1910

。

一
八
世
紀
後
半
～
一
九
世
紀
初
頭
。

20

蔦
の
細
道
蒔
絵
香
合

TH383

円
形
、
饅
頭
形
、
刳
り
底
、
印
籠
蓋
造
の

合
子
。

外
面
は
、
斑
梨
地
で
、
蓋
表
に
は
金
・
銀
薄
肉

高
蒔
絵
、
平
蒔
絵
、
付
描
。
内
部
、
立
上
り
は
、

詰
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
に
、
蔦
の
生
い
茂
る
山
道
、
楓
の
樹
の
根

元
に
置
か
れ
た
笈
を
描
き
、『
伊
勢
物
語
』
の

蔦
の
細
道
を
表
す
。

8.68

1.9

国
内
市
場
向
け
。
少
し
作
り
が
雑
な
と
こ
ろ

も
。

一
八
世
紀
。

21

恵
比
寿
蒔
絵
小
箱

TH422

隅
丸
正
方
形
、
胴
張
り
、
甲
盛
、
塵
居
、

合
口
部
玉
縁
、
印
籠
蓋
造
の
箱
。
蓋
鬘
の

高
さ
の
割
に
立
上
り
が
高
い
。
蓋
裏
は
平

ら
で
な
く
抉
れ
て
い
る
の
で
乾
漆
製
か
も

し
れ
な
い
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
は
、
金

粉
溜
地
と
し
、
蓋
表
は
、
金
・
銀
研
出
蒔
絵（
挿

図
30
）、
描
割
、
金
・
銀
金
貝
。
蓋
鬘
か
ら
側

面
は
、
黒
漆
絵
（
挿
図
31
）。
内
部
、
立
上
り
、

底
裏
は
、
詰
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
は
、
荒
波
の
中
で
鯛
を
手
に
雄
牛
の
背
に

し
が
み
つ
く
恵
比
寿
（
挿
図
29
）。
側
面
は
、

白
描
風
の
『
源
氏
物
語
』
の
「
野
分
」（
挿
図

32
・
33
）
と
「
若
菜
上
」（
挿
図
34
・
35
）
の

帖
の
図
。

7.0
×
7.0

3.0

蓋
裏
に
「
金
里
分
」「
分
五
ツ
」
な
ど
と
読

め
る
墨
書
あ
り
。

今
井
氏
に
よ
る
と
一
八
六
三
年
の
日
本
と
中

国
の
工
芸
品
の
売
立
（
一
部
、
円
明
園
の
品

を
含
む
）
の
目
録
に
記
載
あ
り
。

一
八
世
紀
。

22

竹
蒔
絵
饅
頭
形
根
付

TH382

円
形
、
饅
頭
形
の
根
付
。
裏
面
中
央
に
銀

製
桜
花
形
の
鐶
座
の
紐
金
具
を
打
つ
。

表
は
、
梨
地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
平
蒔

絵
、
金
平
目
粉
。
裏
は
、
金
地
に
金
薄
肉
高
蒔

絵
、
付
描
。

表
面
は
土
坡
に
竹
。
裏
面
は
笹
の
葉
。

5.37

2.35

テ
ィ
エ
ー
ル
の
印
籠
と
は
時
代
も
意
匠
も
合

わ
な
さ
そ
う
だ
が
、
附
属
し
た
の
か
。

一
八
世
紀
か
。

23

唐
子
蒔
絵
小
箱

TH402

長
方
形
、
印
籠
蓋
造
の
箱
。

蓋
表
は
非
常
に
細
か
い
青
金
平
目
地
に
金
・
銀

薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、
金
金
貝
、
金
切
金
、

黒
漆
、朱
漆
。
側
面
は
非
常
に
細
か
い
金
・
銀
・

青
金
に
よ
る
平
目
地
に
、
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
・

銀
平
蒔
絵
、絵
梨
地
。
内
部
、立
上
り
、底
裏
は
、

詰
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
は
、
竹
馬
で
遊
ぶ
唐
子
、
軍
配
団
扇
を
持

つ
唐
子
、
風
車
を
持
ち
騎
馬
ご
っ
こ
の
先
頭
に

立
つ
唐
子
、
手
綱
を
咥
え
、
馬
の
後
ろ
半
分
の

役
を
す
る
唐
子
、
傘
を
さ
し
か
け
る
唐
子
な
ど

の
行
列
（
挿
図
36
～
43
）。
側
面
は
変
わ
り
七

宝
花
菱
。

5.90
×

8.73

2.63

一
九
世
紀
前
半
か
。

24

団
扇
散
ら
し
蒔
絵
沈
箱

TH425

隅
丸
長
方
形
、
甲
盛
、
印
籠
蓋
造
、
畳
付

き
を
面
取
り
し
た
二
段
重
箱
。
上
段
の
片

隅
に
押
し
出
し
孔
を
開
け
、
隅
丸
長
方
形
、

甲
盛
、
印
籠
蓋
造
の
小
箱
四
合
を
納
め
る
。

重
箱
の
外
面
は
、
詰
梨
地
に
金
・
銀
薄
肉
高
蒔

絵
、金
・
銀
平
蒔
絵
、金
付
描
、描
割
、金
金
貝
、

金
切
金
、
朱
漆
、
青
金
付
描
。
小
箱
の
外
面
は
、

金
地
に
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、

描
割
、
朱
漆
。
重
箱
の
内
部
、
底
裏
、
立
上
り

は
詰
梨
地
。
重
箱
、
小
箱
と
も
、
口
縁
、
合
口

部
は
金
地
。

重
箱
の
外
面
は
、
花
入
菱
繋
ぎ
の
地
に
団
扇
や

軍
配
団
扇
を
散
ら
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
扇
の
文

様
は
、
流
水
に
土
坡
、
松
、
竹
、
椿
、
鶴
亀
：　

梅
に
鶯
：　

流
水
に
菖
蒲
、
鷺
：　

菊
、
萩
、

尾
長
鳥
：　

土
坡
に
雪
持
ち
笹
、
南
天
、
雀
。

す
な
わ
ち
、
天
板
に
蓬
莱
文
様
、
四
側
面
に
四

季
を
表
す
。
小
箱
は
そ
れ
ぞ
れ
八
重
桜
、
野
薔

薇
、
楓
、
水
仙
の
折
枝
で
、
春
夏
秋
冬
を
表
す
。

12.97
×

12.27

8.18

小
箱
法
量
：5.98

×5.62cm

　

高2.60cm

。

一
八
世
紀
後
半
～
一
九
世
紀
。

25

七
宝
繋
花
丸
文
蒔
絵
木
瓜
形
箱

TH417

木
瓜
形
、
甲
盛
、
印
籠
蓋
造
の
小
箱
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
、
黒
漆

地
に
金
平
蒔
絵
、
金
付
描
、
金
切
金
。
内
部
、

立
上
り
は
銀
ま
た
は
錫
粉
に
よ
る
詰
梨
地
。
底

裏
は
疎
ら
な
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
、
楓
、

梅
、
水
仙
、
撫
子
、
椿
の
花
丸
文
を
散
ら
し
、

余
白
を
七
宝
花
菱
で
埋
め
る
。

7.1
×
7.9

4.9

蓋
と
身
の
文
様
が
合
口
部
で
合
わ
な
い
の

で
、
複
数
個
の
あ
い
だ
で
蓋
が
入
れ
替
わ
っ

た
も
の
か
。

今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。

一
八
世
紀
～
一
九
世
紀
前
半
。

80



26

花
鳥
蒔
絵
箪
笥

TH398

正
方
形
、
台
挿
造
、
唐
戸
面
取
、
ご
く
わ

ず
か
に
甲
盛
、
蓋
の
四
側
面
に
稜
花
形
の

窓
を
開
け
、
窓
の
口
縁
を
玉
縁
と
し
、
基

台
部
の
下
辺
を
波
形
に
刳
っ
て
四
つ
足
を

彫
り
出
し
、
基
台
部
に
四
段
の
棚
を
作
り

つ
け
て
前
後
に
引
き
出
せ
る
重
箱
の
よ
う

な
引
出
し
を
納
め
た
箱
。

外
面
は
、
梨
地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金

付
描
。
棚
の
外
面
、
お
よ
び
引
出
し
外
側
面
の

絵
窓
の
外
は
詰
梨
地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔

絵
、
金
付
描
、
針
描
、
描
割
。
絵
窓
の
内
は
黒

漆
地
に
銀
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
切
金
、
蒔
暈
か
し

も
加
え
る
。
内
部
、
底
裏
、
足
の
内
側
面
は
詰

梨
地
。
引
出
し
と
蓋
の
口
縁
、
面
取
部
、
玉
縁

は
金
地
。

蓋
と
基
台
部
の
外
面
は
重
弁
の
梅
花
（
挿
図

50
）
と
小
松
四
本
（
挿
図
51
）
を
組
み
合
わ
せ

た
花
菱
形
を
交
互
に
置
く
幾
何
学
文
。
棚
の
側

板
の
稜
花
形
絵
窓
の
中
は
、
一
方
が
流
水
に
杜

若
と
沢
瀉
（
夏
・
挿
図
46
）、
も
う
一
方
が
土
坡

に
雪
持
ち
笹
（
冬
・
挿
図
48
・
49
）。
引
出
し

前
後
面
は
棚
の
仕
切
り
板
の
小
口
を
含
め
、
四

段
で
一
画
面
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
稜
花
形
の
絵
窓

を
作
り
、一
方
の
絵
窓
の
中
は
、岩
に
小
松
、笹
、

雉
の
番
い
、
蒲
公
英
（
春
・
挿
図
45
）、
も
う
一

方
の
絵
窓
の
中
は
、
岩
に
楓
、
菊
、
桔
梗
、
女

郎
花
（
秋
・
挿
図
47
）。
四
つ
の
絵
窓
の
外
お

よ
び
引
出
し
の
左
右
側
面
に
は
松
、
水
仙
、
梅
、

桜
、
藤
、
桐
、
蕗
、
百
合
、
蔓
草
、
菊
、
撫
子
、

女
郎
花
な
ど
の
折
枝
文
を
散
ら
す
（
挿
図
44
）。

10.5
×

10.6

14.1

文
様
は
古
典
的
だ
が
、
表
現
が
凝
り
す
ぎ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
金
は
良
質
。

一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
ご
ろ
か
。

27

七
宝
繋
花
鳥
蒔
絵
提
箪
笥

TH409

長
方
形
、
短
側
面
の
一
方
に
片
開
き
の
扉

を
取
り
付
け
、
底
裏
に
外
に
張
り
出
し
た

波
形
の
四
つ
の
板
足
を
つ
け
、
底
辺
を
除

く
稜
線
を
唐
戸
面
取
し
（
た
だ
し
扉
の
周

り
は
、
面
取
部
が
拡
大
し
、
扉
に
向
か
っ

て
窄
ま
る
珍
し
い
形
）、
中
に
四
段
の
引
出

し
を
納
め
た
小
型
の
箪
笥
。
天
板
に
銀
製

菊
花
形
座
の
提
げ
手
を
つ
け
、
扉
の
右
辺

上
下
に
銀
製
蝶
番
、
左
辺
中
程
に
鍵
金
具

を
つ
け
る
。
引
出
し
引
手
も
銀
製
菊
花
形

鐶
座
に
鐶
を
通
す
。

天
板
と
箪
笥
側
面
お
お
び
扉
表
、
引
出
し
表
は
、

黒
漆
地
に
金
・
銀
・
青
金
平
蒔
絵
、
金
付
描
。

引
出
し
内
部
、
扉
裏
、
足
は
詰
梨
地
。
扉
裏
は
、

さ
ら
に
金
平
蒔
絵
、
金
付
描
。
箪
笥
の
内
部
と

引
出
し
外
面
は
黒
漆
地
。
面
取
部
、
棚
板
小
口
、

扉
小
口
、
口
縁
は
金
地
。
箪
笥
の
底
裏
は
ま
ば

ら
な
梨
地
。

天
板
と
箪
笥
側
面
お
よ
び
扉
表
は
、
各
面
に
稜

花
形
の
絵
窓
を
設
け
、
窓
の
外
を
七
宝
花
菱
で

埋
め
る
。
絵
窓
の
中
は
、
天
板
で
は
梅
に
鶯
、

扉
は
枝
垂
桜
、
右
長
側
面
は
藤
、
背
面
は
竹
に

雀
、
左
長
側
面
は
葡
萄
。
扉
裏
は
、
土
坡
に
菊

と
蒲
公
英
に
蝶
。
引
出
し
表
は
、
箪
笥
外
面
の

絵
窓
の
外
の
七
宝
花
菱
を
45
度
回
転
さ
せ
た
も

の
。

9.61
×

5.57

7.2

消
粉
に
見
え
る
と
こ
ろ
も
。
町
中
の
商
品
っ

ぽ
い
。
今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵

夫
人
（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。

法
量
の
高
さ
は
提
げ
手
を
除
く
。
奥
行
も
金

具
を
除
く
。

一
八
世
紀
前
半
か
。

28

楼
閣
山
水
尾
長
鳥
蒔
絵
水
注

TH406

底
面
が
梅
花
形
、
胴
張
の
胴
に
円
筒
形
の

首
を
加
え
、
摘
み
つ
き
の
置
蓋
を
乗
せ
、

中
国
風
の
把
手
と
注
ぎ
口
を
つ
け
た
水
注
。

総
体
黒
漆
地
、
金
・
銀
・
青
金
高
蒔
絵
、
平
蒔

絵
、
付
描
。
胴
の
下
半
分
に
ご
く
疎
ら
に
平
目

粉
を
散
ら
す
。
描
線
は
、
赤
置
き
か
ら
ず
れ
て

い
る
。
口
縁
は
金
地
。

楼
閣
山
水
図
。
松
、
柳
、
稲
木
、
尾
長
鳥
、
蜂

（
後
補
か
）、
木
の
橋
な
ど
。
蓋
は
摘
み
を
蕊
と

し
た
菊
花
。
把
手
と
注
ぎ
口
に
は
唐
草
文
。

10.6
×

16.0

12.6

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
の
指
摘
通
り
、

各
地
に
類
品
あ
り
。
同
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ

ベ
ロ
公
爵
夫
人
（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
八
五
七
年
の
売
立
目
録

に
記
載
あ
り
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
の
輸
出
用
。

29

唐
子
蒔
絵
料
紙
箱

TH413

長
方
形
、
甲
盛
、
塵
居
、
印
籠
蓋
造
の
箱
。

料
紙
箱
相
当
の
大
き
さ
。
短
側
面
の
合
口

部
に
は
、
奥
側
中
央
に
銀
製
蝶
番
、
手
前

側
中
央
に
銀
製
鍵
金
具
を
つ
け
る
。
手
前

の
金
具
は
魚
々
子
地
に
唐
草
を
蹴
り
彫
り

し
た
日
本
製
の
金
具
に
見
え
る
が
、
奥
の

金
具
は
、
西
洋
製
で
日
本
の
金
具
の
模
様

を
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
西
洋
製

の
金
具
の
下
、
蓋
鬘
に
も
と
の
日
本
製
の

金
具
が
あ
り
、
こ
れ
は
蝶
番
で
は
な
く
、

慳
貪
蓋
の
下
辺
左
右
に
取
り
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
小
型
の
四
角
い
留
め
具
で
、
上
部

を
切
断
さ
れ
、
突
起
を
削
り
取
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

外
面
は
黒
漆
地
で
、
蓋
表
に
、
金
・
青
金
高
蒔

絵
、
付
描
、
金
・
青
金
平
蒔
絵
、
黒
漆
、
朱
漆
、

金
・
銀
蒔
暈
か
し
。
内
部
は
銀
粉
溜
（
あ
る
い

は
銀
泥
か
）。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
に
は
、
岩
場
に
菊
、
桔
梗
、
女
郎
花
な
ど

の
秋
草
、
子
犬
に
魚
を
や
る
唐
子
、
子
犬
に
繋

い
だ
綱
を
持
つ
後
ろ
姿
の
唐
子
、
片
手
に
軍
配

団
扇
を
持
ち
、
も
う
片
手
で
猫
（
挿
図
53
）
を

抱
え
持
つ
唐
子
（
挿
図
54
）
を
描
く
（
挿
図
52
）。

地
面
は
蒔
暈
か
し
で
霞
の
よ
う
に
表
現
。
子
犬

と
、
前
二
人
の
唐
子
は
、
南
蛮
文
化
館
蔵
の
洋

櫃
と
ポ
ー
ズ
が
同
じ
。

37.1
×

28.9

11.5

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
に
よ
る
と
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ン
・
ド
ノ
ン
（
一
七
四
七
～
一
八
二
五
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
八
二
六
年
成
立
の
売
立

目
録
に
記
載
あ
り
。

南
蛮
文
化
館
の
洋
櫃
（
推
定
一
七
世
紀
後
半

製
）
に
比
べ
て
蒔
絵
が
ず
っ
と
シ
ャ
ー
プ
に

見
え
る
。
同
じ
図
案
で
後
の
時
代
ま
で
繰
り

返
し
制
作
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
八
世
紀
の
作
と
思
わ
れ
る
。

30

芦
雁
鉄
線
蒔
絵
重
ね
団
扇
形
箱

TH405

重
ね
団
扇
形
、
蓋
の
稜
線
の
み
唐
戸
面
取
、

印
籠
蓋
造
の
箱
。
少
な
く
と
も
蓋
は
乾
漆

製
か
。
前
面
中
央
に
西
洋
製
の
留
金
具
を

つ
け
、
背
面
左
右
に
も
同
技
法
の
蝶
番
を

つ
け
る
。

蓋
表
の
一
方
の
団
扇
は
、
黒
漆
地
に
金
高
蒔

絵
、
描
割
、
金
・
銀
平
蒔
絵
、
金
付
描
、
金
切

金
。
も
う
一
方
の
団
扇
は
、
青
金
と
金
の
粉
溜

地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
。
面
取
り
部
は
青

金
地
。
側
面
は
黒
漆
地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔

絵
、平
蒔
絵
、付
描
、錫
片
、赤
い
石（
瑪
瑙
か
）、

白
い
石
ま
た
は
貝
、
緑
の
牙
染
め
の
象
嵌
。
内

部
は
、
詰
梨
地
。
立
上
り
と
底
裏
は
、
黒
漆
地
。

蓋
表
の
黒
漆
地
の
団
扇
に
は
、
水
辺
の
草
と
雁

三
羽
。
金
地
の
団
扇
に
は
、
鉄
線
。
側
面
前
面

は
、竹
垣
に
夕
顔
。
背
面
は
、竹
垣
に
萩
、桔
梗
、

菊
、
薄
な
ど
の
秋
草
。

10.2
×

15.8

11.11

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
今
井
氏
に
よ
る
と
、プ
ル
タ
レ
・

ゴ
ル
ジ
エ
の
一
八
六
五
年
の
売
立
目
録
に
記

載
あ
り
。

T
H

407 

二
連
菱
形
の
箱
と
同
系
統
。

一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
。

81



31

流
水
に
海
松
貝
蒔
絵
合
子

TH403

円
形
、
大
き
く
甲
を
盛
っ
た
印
籠
蓋
造
の

合
子
。
底
裏
の
中
央
を
、
西
洋
の
金
銅
製

枝
形
台
座
に
ビ
ス
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。

非
常
に
細
か
い
金
粉
と
青
金
粉
に
よ
る
淡
い
平

目
地
、
金
・
銀
・
青
金
平
蒔
絵
（
部
分
的
に
薄

肉
高
上
げ
）、
付
描
、
金
切
金
、
針
描
。
内
部

と
立
上
り
は
詰
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

底
裏
は
確
認
不
可
。
蒔
絵
の
描
線
が
非
常
に
細

い
。

外
面
に
、
流
水
、
浜
辺
に
岩
、
海
松
貝
。

9.5

13.2

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
に
よ
る
と
、ヴ
ィ

ヴ
ァ
ン
・
ド
ノ
ン
（
一
七
四
七
～
一
八
二
五
）

の
一
八
二
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。

木
部
に
ひ
び
割
れ
あ
り
。
蓋
裏
に
「
二
両
二

分
／
守
□
□
」
の
墨
書
あ
り
。

法
量
の
高
さ
は
、
台
座
込
み
。
台
座
の
法
量

は
、11.9

×9.2cm

　

高
さ4.8cm

。

一
八
世
紀
。

32

※
タ
バ
テ
ィ
エ
ー
ル
各
種

TH1440
TH1441
TH1451

※
未
調
査
。
日
本
製
の
蒔
絵
パ
ネ
ル
を
西

洋
製
金
属
細
工
で
マ
ウ
ン
ト
し
た
嗅
ぎ
煙

草
入
れ
。
あ
る
い
は
、
日
本
製
冊
子
形
蒔

絵
小
箱
の
合
口
部
に
西
洋
製
銀
製
覆
輪
と

蝶
番
な
ど
。

黒
地
に
金
・
青
金
平
蒔
絵
。
あ
る
い
は
黒
地
に

金
・
銀
・
青
金
平
蒔
絵
。
ま
た
あ
る
い
は
青
金

粉
溜
に
金
・
青
金
平
蒔
絵
、
金
切
金
な
ど
。

水
辺
の
松
に
人
物
図
。
あ
る
い
は
七
宝
花
菱
の

地
に
菊
花
散
ら
し
。
ま
た
あ
る
い
は
楼
閣
山
水

図
の
部
分
。

お
よ
そ

6.0
×
4.0

お
よ
そ

2.0

※
テ
ィ
エ
ー
ル
の
義
妹
、フ
ェ
リ
シ
ー
・
ド
ー

ヌ
（
一
八
二
四
～
一
九
〇
六
）
の
蒐
集
・
寄

贈
品
。厳
密
に
は
テ
ィ
エ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
は
な
い
が
、
テ
ィ
エ
ー
ル
は
資
産
家
の

義
母
、
妻
、
義
妹
と
同
居
し
、
美
術
蒐
集
を

共
に
楽
し
ん
だ
の
で
、
ル
ー
ヴ
ル
に
同
時
に

寄
贈
さ
れ
た
蒔
絵
に
関
わ
る
こ
れ
ら
一
部
の

作
品
を
参
考
の
た
め
に
収
録
し
た
。

一
八
世
紀
。

33

菊
花
散
ら
し
蒔
絵
螺
鈿
小
重
箱

TH432

正
方
形
、
印
籠
蓋
造
、
三
段
に
蓋
の
小
型

の
重
箱
。

内
外
全
て
を
金
地
と
し
底
裏
を
の
ぞ
く
全
て
の

面
に
剥
ぎ
出
し
法
に
よ
る
螺
鈿
。

底
裏
を
の
ぞ
く
全
て
の
面
に
菊
花
散
ら
し
。

6.1
×

6.1～6.2

6.69

中
に
墨
書
で
「
廿
九
」
？
と
朱
書
き
で
「
小　

ア
ナ
キ
」
の
符
号
を
示
し
た
貼
り
札
あ
り
（
挿

図
55
）。
蓋
が
反
り
、
二
段
面
に
ひ
び
割
れ

あ
り
。
最
上
段
と
蓋
は
文
様
が
繋
が
る
の
で
、

重
な
り
の
組
み
合
わ
せ
が
固
定
さ
れ
る
。
重

箱
各
段
の
底
裏
に
文
様
を
施
す
の
は
珍
し
い
。

テ
ィ
エ
ー
ル
の
没
年
（
一
八
七
七
）
に
近
い

作
か
。

34

梅
花
散
ら
し
蒔
絵
小
箱

TH393

長
方
形
、
印
籠
蓋
造
の
箱

外
面
は
、
青
金
地
に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、

金
平
蒔
絵
、
金
置
き
平
目
、
金
付
描
。
内
部
と

底
裏
は
斑
梨
地
。
蓋
裏
と
身
の
見
込
み
は
さ
ら

に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
銀
青
金
研
出
蒔
絵
、

金
・
銀
切
金
、
金
付
描
。
立
上
り
は
梨
地
。
口

縁
と
合
口
部
は
金
地
。

外
面
は
梅
花
を
び
っ
し
り
と
散
ら
す
。
蓋
裏
と

身
の
見
込
み
に
は
梅
花
と
雲
を
散
ら
す
。

9.97
×

9.29

2.1

一
八
世
紀
末
～
一
八
七
七
年
。

35

四
季
花
鳥
蒔
絵
双
六
盤
形
沈
箱

TH424

長
方
形
、
台
挿
造
、
蓋
の
両
短
側
面
中
央

や
や
上
寄
り
に
木
瓜
形
の
孔
を
穿
ち
、
基

台
の
四
方
は
彫
り
板
状
に
底
辺
を
刳
っ
て

四
方
に
足
を
彫
り
出
し
、
基
台
の
立
上
り

長
側
面
に
二
つ
の
刳
り
形
を
刳
っ
て
手
が

け
と
し
、
中
に
小
箱
二
合
を
ぴ
っ
た
り
と

並
べ
、
そ
の
上
に
二
方
桟
蓋
式
の
重
箱
一

段
を
乗
せ
、
そ
の
口
縁
に
、
縁
つ
き
、
直

角
板
足
つ
き
の
盆
を
載
せ
た
小
箱
。
重
箱

は
中
段
が
も
う
一
段
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

蓋
表
と
蓋
お
よ
び
基
台
の
長
側
面
は
、
銀
・
青

金
研
出
蒔
絵
に
よ
る
木
目
地
、
金
・
青
金
薄
肉

高
蒔
絵
、
金
平
蒔
絵
。
短
側
面
は
、
金
地
に
金
・

銀
薄
肉
高
蒔
絵
、
付
描
、
針
描
、
金
切
金
。
基

台
部
の
彫
板
は
金
地
に
金
付
描
。
重
箱
側
面
は

青
金
地
に
金
研
出
蒔
絵
。
小
箱
は
蓋
表
か
ら
側

面
を
金
地
と
し
、
蓋
表
は
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金

平
蒔
絵
、
付
描
、
針
描
、
金
切
金
。
盆
は
見
込

み
に
金
・
銀
の
淡
い
粉
に
よ
る
斑
梨
地
に
金
薄

肉
高
蒔
絵
、
平
蒔
絵
、
金
切
金
、
銀
研
出
蒔
絵
、

針
描
。
盆
の
縁
は
梨
地
。
内
部
、
底
裏
は
全
て

詰
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
か
ら
基
台
部
の
側
面
に
か
け
て
を
双
六
盤

に
見
立
て
て
木
目
を
表
し
、
天
板
に
盤
の
目
と

駒
を
入
れ
る
巾
着
を
描
き
、
金
地
の
短
側
面
と

木
目
の
長
側
面
に
、
四
季
の
花
（
梅
、
桜
、
藤
、

牡
丹
萩
、桔
梗
、女
郎
花
、菊
、竜
胆
、水
仙
、椿
）

の
折
枝
と
尾
長
鳥
を
描
く
。
基
台
部
の
彫
板
は
、

七
宝
花
菱
。
重
箱
側
面
は
牡
丹
唐
草
。
小
箱
蓋

表
は
一
方
が
菊
の
折
枝
。
も
う
一
方
は
萩
と
野

菊
の
折
枝
。
盆
見
込
み
は
岩
に
流
水
と
萩
。

7.0
×
9.0

5.95

器
物
の
形
状
、
蒔
絵
技
法
、
施
文
の
方
針
は

古
典
的
だ
が
、
絵
が
少
し
新
し
く
見
え
る
。

双
六
盤
形
の
沈
箱
は
各
地
に
伝
わ
る
が
、
基

台
が
あ
っ
た
り
、
重
箱
に
な
っ
て
い
た
り
、

各
面
が
波
形
に
刳
ら
れ
て
い
た
り
す
る
の
は

珍
し
い
。
Ｖ
＆
Ａ
に
あ
る
パ
リ
万
博
出
品
作

品
の
、
卓
を
蓋
に
し
た
よ
う
な
小
さ
な
重
箱

と
通
じ
る
造
形
感
覚
か
も
し
れ
な
い
。

一
八
世
紀
末
～
一
八
七
七
年
。

36

鉄
線
蒔
絵
中
次
形
小
合
子

TH412

円
形
、
印
籠
蓋
造
、
上
げ
底
、
合
口
部
が

側
面
の
な
か
ほ
ど
の
高
さ
に
あ
り
、
中
次

茶
入
れ
の
よ
う
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
小
型
の
合
子
。

総
体
黒
漆
地
、
金
・
銀
平
蒔
絵
、
青
金
絵
梨
地
、

付
描
、
針
描
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
、
鉄
線
。

5.05

5.48

化
粧
道
具
だ
ろ
う
か
。
中
の
黒
漆
は
艶
が
よ

く
残
る
。

一
八
世
紀
。

37

萩
桔
梗
蒔
絵
合
子　

「
梶
川
作
」
銘

TH390

円
形
、
饅
頭
形
、
碁
笥
底
、
印
籠
蓋
造
、

合
口
部
を
玉
縁
と
し
た
合
子
。

外
面
は
、
非
常
に
細
か
い
金
粉
と
青
金
粉
に
よ

る
淡
い
梨
地
。
蓋
表
は
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
銅
分

の
多
い
金
金
貝
、針
描
、付
描
。
内
部
、立
上
り
、

碁
笥
底
は
、
詰
梨
地
。
口
縁
、
合
口
部
、
玉
縁

は
金
地
。

蓋
表
に
、
萩
、
桔
梗
、
野
菊
の
花
束
。

8.85

2.95

碁
笥
底
の
中
に
右
寄
せ
で
「
梶
川
作
」
の
金

平
蒔
絵
銘
。

一
九
世
紀
。

82



38

扇
面
色
紙
散
ら
し
蒔
絵
六
角
箱

TH388

特
に
蓋
が
異
常
に
重
い
。
六
角
形
、
甲
盛
、

印
籠
蓋
造
の
小
箱
。
乾
漆
製
か
。
立
上
り

は
お
そ
ら
く
曲
物
製
。

外
面
は
、
朱
色
漆
に
銀
粉
を
加
え
た
木
目
塗
り

の
地
に
、
金
・
青
金
平
蒔
絵
で
忍
草
を
散
ら
し
、

金
・
銀
・
青
金
高
蒔
絵
、
平
蒔
絵
、
金
金
貝
、

金
付
描
で
扇
面
や
色
紙
を
散
ら
す
。
内
部
と
立

上
り
は
詰
梨
地
。
底
裏
は
疎
ら
な
梨
地
。
口

縁
と
合
口
部
は
金
地
。
色
紙
な
ど
の
絵
梨
地
の

金
・
銀
粉
は
小
さ
く
円
く
揃
う
。

蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
、
色
紙
、
団
扇
、
扇

を
散
ら
す
。
色
紙
に
は
竹
に
雀
、
団
扇
に
は
松

の
老
樹
、
扇
面
に
は
藤
、
梅
、
飛
鶴
を
描
く
。

9.37

2.48

江
戸
・
東
京
方
面
か
。

一
九
世
紀
後
半
、
輸
出
用
。

39

虫
蒔
絵
小
箱

TH385

隅
丸
長
方
形
、
印
籠
蓋
造
の
小
箱
。
た
だ

し
立
上
り
は
隅
丸
に
な
っ
て
お
ら
ず
直
角
。

蓋
表
は
、
青
金
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔

絵
、
金
平
蒔
絵
、
金
付
描
。
消
粉
に
見
え
る
。

角
の
破
損
部
を
見
る
と
布
着
せ
は
な
く
、
下
地

も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
蓋
鬘
か
ら
身
の
側
面
に
か

け
て
は
箔
の
よ
う
に
薄
い
錫
粉
の
詰
梨
地
。
内

部
、
立
上
り
、
底
裏
は
箔
粉
に
よ
る
疎
ら
な
梨

地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

蓋
表
を
条
線
で
縁
取
り
、蝉
と
蝗
虫
を
描
く（
挿

図
56
）。

5.0
×
4.1

3.0

今
井
氏
は
内
容
品
と
推
定
。

中
国
風
の
箔
粉
に
よ
る
蒔
絵
。

一
九
世
紀
後
半
の
安
価
な
輸
出
商
品
か
。

40

兜
形
蒔
絵
合
子

TH389

乾
漆
製
、
兜
形
、
印
籠
蓋
造
の
小
さ
な
合

子
。

金
地
に
金
・
銀
高
蒔
絵
、
金
金
貝
、
金
付
描
。

底
辺
と
合
口
部
に
銀
と
銅
の
撚
線
。
星
に
銀
鋲
。

筋
に
銀
線
。
前
立
の
龍
の
目
は
玉
眼
。
シ
コ
ロ

部
分
に
は
金
・
青
金
平
蒔
絵
、
金
金
貝
、
金
付

描
。
内
部
、
立
上
り
、
底
裏
は
梨
地
。
畳
付
は

金
地
。

龍
の
前
立
を
つ
け
た
星
兜
の
詳
細
を
描
く
。
真

庇
に
は
波
頭
文
様
。

8.1
×
7.9

4.9

今
井
氏
に
よ
る
と
ギ
リ
シ
ア
の
コ
ル
フ
国
立

東
洋
美
術
館
に
同
じ
も
の
が
あ
る
と
の
こ

と
。

一
九
世
紀
、
輸
出
用
。

41

吹
寄
蒔
絵
蛤
形
香
合

TH423

蛤
形
、
平
底
、
印
籠
蓋
造
の
合
子
。
口
縁

に
丸
底
の
懸
子
一
枚
を
置
く
。

外
面
は
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
平
蒔

絵
、
金
付
描
、
金
切
金
。
懸
子
表
は
、
金
と
青

金
の
細
か
い
粉
に
よ
る
斑
梨
地
に
、
青
金
薄
肉

高
蒔
絵
、
金
・
青
金
切
金
、
金
平
蒔
絵
。
内
部
、

立
上
り
、
口
縁
、
合
口
部
、
懸
子
裏
、
懸
子
の

口
縁
は
金
地
。
底
裏
は
青
金
地
。

外
面
は
、
牡
丹
、
菊
、
水
仙
、
梅
、
桜
、
椿
、

芙
蓉
の
花
と
楓
の
葉
を
吹
き
寄
せ
た
文
様
で
覆

う
。
懸
子
は
山
並
み
に
松
と
雲
。

12.83
×

10.15

5.91

蓋
裏
に
「
殊
工
吉
反
」
と
読
め
る
墨
書
の
あ

る
和
紙
の
貼
り
札
あ
り
（
挿
図
57
）。

一
九
世
紀
。

42

日
本
橋
花
鳥
蒔
絵
小
箱

TH384

二
連
の
隅
丸
正
方
形
、
甲
盛
、
印
籠
蓋
造

の
箱
。

手
前
の
箱
の
蓋
表
は
、
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
・

銀
・
青
金
の
細
か
い
粉
に
よ
る
平
蒔
絵
、
金
付

描
。
側
面
は
、
金
地
。
奥
の
箱
の
蓋
表
は
金
地

に
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
漆
、
銀
平
蒔
絵
、

金
付
描
、
金
・
青
金
蒔
暈
か
し
な
ど
。
側
面
は
、

細
か
な
金
粉
の
斑
梨
地
に
細
か
な
円
く
揃
っ
た

金
・
銀
・
青
金
粉
の
研
出
蒔
絵
に
も
見
え
る
平

蒔
絵
。
内
部
と
立
上
り
は
錫
粉
梨
地
。
底
裏
は

一
段
疎
ら
な
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

手
前
の
箱
の
蓋
表
に
は
、
遠
方
に
富
士
、
蔵
の

並
ぶ
港
、
中
景
に
城
（
江
戸
城
か
）、
近
景
に

大
き
な
橋
（
日
本
橋
か
）、
荷
物
を
持
っ
て
行

き
交
う
人
々
。
奥
の
箱
の
蓋
表
に
は
、
菊
と
鶏

の
番
。
側
面
に
は
、
梅
樹
と
流
水
（
挿
図
58
）。

10.1
×

15.9

5.23

側
面
の
梅
は
水
墨
風
。

錫
粉
梨
地
は
オ
レ
ン
ジ
色
を
し
た
東
京
方
面

の
梨
地
。
梅
樹
を
描
く
小
さ
な
金
・
銀
・
青

金
粉
も
円
く
揃
っ
て
い
る
の
が
東
京
風
。

一
九
世
紀
、
輸
出
用
。

43

吹
寄
蒔
絵
硯
箱

TH419

隅
丸
長
方
形
、
甲
盛
、
蓋
の
み
玉
縁
、
被

蓋
造
の
硯
箱
。
内
部
に
硯
の
あ
っ
た
痕
跡

は
あ
る
が
、
現
在
は
下
水
板
ご
と
欠
失
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
は
、
黒
漆
地
と
し
、

蓋
表
に
金
・
青
金
平
蒔
絵
、
描
割
、
付
描
、
異

な
る
大
き
さ
の
平
目
粉
に
よ
る
蒔
暈
か
し
。
内

部
は
、
斑
梨
地
。
底
裏
は
、
疎
ら
な
梨
地
。
口

縁
は
金
地
。

蓋
表
に
、
紅
葉
、
松
葉
、
梶
の
葉
、
松
ぼ
っ
く

り
な
ど
を
散
ら
す
。

24.4
×

22.4

5.0

一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
前
半
。

44

鶏
蒔
絵
硯
箱

TH414

木
地
が
厚
く
重
い
。
隅
切
長
方
形
、
被
蓋

造
、
蓋
表
の
み
面
取
り
、
蓋
の
み
玉
縁
、

や
や
甲
盛
の
箱
。
も
と
は
硯
箱
だ
ろ
う
。

外
面
は
黒
漆
地
と
し
、
蓋
表
に
金
薄
肉
高
蒔
絵
、

金
付
描
、
針
描
、
金
・
銀
切
金
、
金
平
蒔
絵
、

金
・
銀
蒔
暈
か
し
。
蓋
裏
は
、
詰
梨
地
に
金
・

銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、
金
・
銀
切

金
、
描
割
。
身
の
内
は
疎
ら
な
梨
地
。
口
縁
は

金
地
。

蓋
表
か
ら
面
取
部
に
か
け
て
、
雌
雄
の
鶏
と
雛

（
挿
図
59
・
60
）。
蓋
裏
に
は
茅
葺
き
の
屋
根
、

竹
、
雀
の
群
れ
（
挿
図
61
）。

22.5
×

21.0

4.5

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。

一
八
世
紀
。

45

鶏
蒔
絵
料
紙
箱

TH418

長
方
形
、
蓋
表
の
み
面
取
、
合
口
部
を
玉

縁
と
し
た
、
印
籠
蓋
造
の
料
紙
箱
。

総
体
黒
漆
地
、
蓋
表
に
金
・
銀
平
蒔
絵
、
金
付

描
、
針
描
、
朱
漆
、
絵
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部

は
金
地
。

蓋
表
に
、
土
坡
に
竹
、
雌
雄
の
鶏
と
三
羽
の
雛
、

下
草
類
（
挿
図
62
～
65
）。
竹
は
土
坡
の
向
こ
う

側
か
ら
生
え
て
い
る
。
図
は
面
取
り
部
に
及
ぶ
。

41.0
×

32.4

14.4

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。

一
八
世
紀
後
半
～
一
九
世
紀
前
半
。
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46

松
梅
蒔
絵
料
紙
箱

TH401

長
方
形
、
底
辺
を
除
く
稜
線
を
唐
戸
面
取
、

印
籠
蓋
造
、
口
縁
に
懸
子
一
枚
を
納
め
、

合
口
部
玉
縁
の
料
紙
箱
。

総
体
詰
梨
地
、
蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に

か
け
て
、
金
・
青
金
平
蒔
絵
、
金
付
描
、
銅
の

割
合
の
高
い
金
切
金
、
赤
銅
金
貝
、
描
割
。
蓋

裏
は
、
蓋
表
と
同
技
法
に
金
金
貝
を
交
え
る
。

内
部
と
立
上
り
、
懸
子
の
内
部
と
外
側
面
は
詰

梨
地
。
身
と
懸
子
の
底
裏
は
疎
ら
な
梨
地
。
口

縁
、
面
取
部
、
合
口
部
、
懸
子
の
縁
は
金
地
。

蓋
表
を
一
画
面
、
蓋
鬘
か
ら
身
の
側
面
の
長
短

二
側
面
を
一
画
面
と
し
て
、
土
坡
に
梅
の
老
樹
、

小
松
と
笹
で
松
竹
梅
（
挿
図
66
・
67
）。
蓋
裏

に
は
、
岩
に
流
水
、
土
坡
に
梅
樹
と
小
松
。
流

水
に
は
梅
花
を
散
ら
す
。

42.5
×

32.5

16.0

今
井
氏
に
よ
る
と
モ
ン
テ
ベ
ロ
公
爵
夫
人

（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

一
八
五
七
年
の
売
立
目
録
に
記
載
あ
り
。
マ

リ
ネ
が
テ
ィ
エ
ー
ル
の
た
め
に
買
い
上
げ
た

と
の
こ
と
。

一
八
世
紀
後
半
～
一
九
世
紀
前
半
。

47

萩
蒔
絵
料
紙
箱

TH400

木
地
が
厚
く
重
い
。
隅
丸
長
方
形
、
甲
盛
、

塵
居
、
合
口
部
玉
縁
、
口
縁
に
懸
子
一
枚

を
収
め
た
料
紙
箱
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
、
斑
梨

地
に
金
・
青
金
平
蒔
絵
、
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付

描
、
描
割
、
銅
の
割
合
の
多
い
金
切
金
、
細
か

い
青
金
粉
の
蒔
暈
か
し
な
ど
。
内
部
、
立
上
り

は
、
錫
粉
詰
梨
地
と
し
、
蓋
裏
に
は
、
金
・
青

金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
。
口
縁
、
合
口
部
、

懸
子
の
縁
は
金
地
。
底
裏
は
、
疎
ら
な
梨
地
。

蓋
表
を
一
画
面
と
し
土
坡
に
流
水
、
岩
、
萩
、

下
草
（
挿
図
68
）。
蓋
鬘
か
ら
身
の
側
面
に
か

け
て
の
長
短
二
側
面
を
一
画
面
と
し
て
、
土
坡

に
萩
（
挿
図
69
）。
蓋
裏
は
、
地
面
に
梅
の
老

樹
と
小
松
。
蓋
の
前
後
を
入
れ
替
え
て
も
側
面

と
蓋
鬘
の
合
口
部
で
文
様
が
連
続
す
る
。

41.6
×

32.5

16.3

国
内
向
け
の
正
統
的
な
料
紙
箱
。
岩
倉
使
節

団
の
贈
品
の
可
能
性
は
な
い
か
。

一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
前
半
か
。

48

藤
蒔
絵
料
紙
硯
箱

古
満
巨
柳
作

TH355&356

唐
木
の
た
め
か
と
て
も
重
い
。
長
方
形
、

蓋
の
稜
線
を
軽
く
面
取
し
た
、
印
籠
蓋
造

の
料
紙
箱
と
、
被
蓋
造
の
硯
箱
。
硯
箱
の

内
容
品
は
欠
失
。

外
面
は
、
修
理
前
の
写
真
で
は
、
黒
と
茶
の
木

目
の
見
え
る
唐
木
を
貼
っ
た
木
地
蒔
絵
の
よ
う

だ
が
、
最
近
、
西
洋
の
黒
色
塗
料
で
修
理
さ
れ

て
し
ま
い
、
木
目
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
唐

木
の
上
に
、
金
・
青
金
高
蒔
絵
、
金
金
貝
、
金

付
描
、
青
金
研
出
蒔
絵
、
針
描
、
螺
鈿
象
嵌
。

蓋
裏
は
、
梨
地
に
、
金
・
銀
高
蒔
絵
、
金
・
青

金
研
出
蒔
絵
、
銀
平
蒔
絵
、
玉
眼
な
ど
。
内
部
、

立
上
り
、
底
裏
は
錫
梨
地
。
口
縁
は
金
地
。

蓋
表
か
ら
蓋
鬘
、
身
の
側
面
に
か
け
て
、
花
を

咲
か
せ
た
藤
の
枝
。
蓋
裏
に
は
流
水
に
水
草
と

鯉
（
料
紙
箱
と
硯
箱
で
構
図
が
相
対
す
る
）。

料
紙
箱
に
は
研
出
蒔
絵
の
小
さ
な
鯉
二
匹
も

（
挿
図
70
・
71
）。
蓋
裏
の
左
下
に
「
古
満
巨
柳

（
花
押
）」
の
金
平
蒔
絵
銘
あ
り
。
蓋
裏
の
文
様

は
内
側
面
に
及
ぶ
。
硯
箱
に
は
見
込
み
に
も
研

ぎ
出
し
蒔
絵
に
よ
る
流
水
と
水
草
。

43.3
×

33.5

13.6

Ｂ
Ｂ
＆
Ａ
。
ブ
ラ
ン
の
一
八
八
四
年
の
目
録

に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ル
ル=

ル
イ=

デ
ジ
レ
・

デ
ュ
・
パ
ン
大
佐
（
一
八
一
四
～
六
八
）
の

一
八
六
二
年
の
売
立
か
ら
購
入
さ
れ
た
品

で
、
大
佐
が
参
加
し
た
一
八
六
〇
年
の
円
明

園
で
の
略
奪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
ラ

カ
ン
ブ
ル
氏
は
、
こ
の
来
歴
を
否
定
し
、
翌

年
に
大
佐
が
訪
れ
た
日
本
で
購
入
し
た
も
の

と
考
え
る
。

古
満
巨
柳
は
一
七
九
六
年
没
。

一
八
世
紀
後
半
。

26.5
×

23.3

4.8

49

※
50
～
61
の
印
籠
の
集
合
写
真

50

桐
唐
草
菊
蒔
絵
豆
印
籠

TH443

極
小
の
一
段
に
蓋
を
の
せ
た
印
籠
。
珊
瑚

の
玉
緒
締
め
。
根
付
け
は
欠
失
。

金
地
、
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
。
内

部
は
詰
め
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

菊
花
。
踊
り
桐
の
唐
草
。

1.08
×

2.23

2.88

付
描
の
幅
は0.25m

m

。
立
上
が
り
の
厚
み
は

0.06cm

。
緒
締
め
は
径0.42

、
高0.31cm

。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

51

梅
鶴
蒔
絵
印
籠　

「
梶
川
作
」
銘

TH440

小
判
形
、
隠
し
紐
通
し
、
四
段
に
蓋
を
し

た
印
籠
。
根
付
、
緒
締
め
、
紐
は
欠
失
。

金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付
描
、
黒
漆
、

朱
漆
。
金
地
は
下
に
向
か
っ
て
梨
地
と
な
る
よ

う
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
内
部
と

立
上
が
り
は
錫
粉
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金

地
。

両
面
と
も
梅
樹
に
鶴
。
林
和
靖
の
留
守
文
様
か
。

2.04
×

5.36

8.47

底
裏
に
「
梶
川
作
」
の
金
平
蒔
絵
銘
。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

52

閑
古
鳥
蒔
絵
印
籠　

「
松
花
斎
」
銘

TH437

右
に
同
じ
。

金
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
金
、

黒
漆
、
金
付
描
、
絵
梨
地
。
内
部
と
立
上
が
り

は
錫
粉
梨
地
。
象
嵌
な
し
。
口
縁
と
合
口
部
は

金
地
。

片
面
は
、
閑
古
鳥
（
太
鼓
の
上
に
雄
鳥
）、
松
、

蔦
。
も
う
一
面
は
、
土
坡
に
松
、
雌
鳥
一
羽
と

雛
三
羽
。

2.00
×

5.53

8.67

「
松
花
斎
」
の
金
平
蒔
絵
銘
。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

53

布
袋
蒔
絵
象
嵌
印
籠

TH439

外
見
はT

H
440

と
同
じ
小
判
形
、
隠
し
紐

遠
し
だ
が
、
一
段
に
蓋
。
煙
草
入
れ
か
。

立
上
が
り
の
長
辺
に
手
掛
け
を
刳
る
。
内

箱
が
あ
っ
た
か
。

金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
貝
ま
た
は
獣
骨

の
象
嵌
、
黒
漆
、
金
付
描
、
絵
梨
地
に
加
え
、

珊
瑚
、
孔
雀
石
、
堆
黒
片
、
螺
鈿
、
切
金
な
ど
。

瑪
瑙
？
に
も
梨
地
風
の
金
蒔
絵
を
施
す
。
珊
瑚

に
は
金
平
蒔
絵
と
黒
漆
の
描
線
。
金
地
は
下
に

向
か
っ
て
梨
地
と
な
る
よ
う
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。
内
部
と
立
上
が
り
は
錫
粉
梨

地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

片
面
は
、
車
に
乗
っ
た
布
袋
と
唐
子
、
雲
。
も

う
一
面
は
、
唐
子
の
獅
子
舞
、
雲
。

2.12
×

5.80

8.9

無
銘
。
厚
み
は
象
嵌
を
含
め
る
と2.29cm

。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

54

六
歌
仙
蒔
絵
象
嵌
印
籠

TH433

T
H

440

と
同
じ
小
判
形
、
隠
し
紐
通
し
、

四
段
に
蓋
の
印
籠
だ
が
、
象
牙
製
緒
締
め

と
、
乾
漆
製
、
内
部
布
張
り
、
饅
頭
形
の

根
付
け
（
象
牙
製
紐
遠
し
象
嵌
）
を
伴
う
。

金
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
金
、

貝
ま
た
は
獣
骨
の
象
嵌
、
黒
漆
、
金
付
描
、
絵

梨
地
。
内
部
と
立
上
が
り
は
梨
地
。
口
縁
と
合

口
部
は
錫
粉
金
地
。
根
付
は
黒
漆
地
に
銀
高
蒔

絵
、
朱
漆
高
上
げ
に
金
付
描
。
緒
締
め
は
銀
平

蒔
絵
に
金
付
描
。

六
歌
仙
。

根
付
け
に
は
鳩
の
よ
う
な
鳥
、
五
弁
花
形
の
で

ん
で
ん
太
鼓
、
や
じ
ろ
べ
え
の
よ
う
な
玩
具
。

緒
締
め
は
幾
何
学
的
な
帯
文
様
と
破
れ
菱
繋

文
。

1.97
×

5.71

8.89

無
銘
。
緒
締
め
は
径1.20cm

、
高1.05cm

。

根
付
け
は
径4.44cm

、
高2.41cm

。
立
上
が

り
の
厚
み
は0.12cm

と
薄
い
。

紐
に
「
ヒ
舌
久
ク
」
カ
ナ
に
見
え
る
墨
書
の

あ
る
和
紙
の
札
が
つ
く
。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

84



55

六
歌
仙
蒔
絵
象
嵌
印
籠

TH434

T
H

440

と
同
じ
小
判
形
、
隠
し
紐
通
し
、

四
段
に
蓋
の
印
籠
。
や
や
小
降
り
。

T
H

433

に
同
じ
、
た
だ
し
朱
金
で
な
く
「
朱

銀
」：
金
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、

貝
ま
た
は
獣
骨
の
象
嵌
、
黒
漆
、
金
付
描
、
絵

梨
地
。
内
部
と
立
上
が
り
は
錫
粉
梨
地
。
口
縁

と
合
口
部
は
金
地
。

右
に
同
じ
。
た
だ
し
、
六
歌
仙
の
衣
服
の
文
様

が
異
な
る
。
根
付
け
と
緒
締
め
は
な
い
。

2.10
×

5.41

8.65

無
銘
。
厚
み
は
象
嵌
を
入
れ
る
と2.18cm

。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

56

恵
比
寿
大
黒
蒔
絵
象
嵌
印
籠

「
梶
川
作
」
銘

TH435

T
H

440

と
同
じ
小
判
形
、
隠
し
紐
通
し
、

四
段
に
蓋
の
印
籠
。

金
地
が
下
に
行
く
に
つ
れ
梨
地
と
な
る
蒔
き
暈

し
。
あ
と
はT

H
433

に
同
じ
：
金
・
銀
・
青
金

薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
金
、
貝
ま
た
は
獣
骨
の
象
嵌
、

黒
漆
、
金
付
描
、
絵
梨
地
。
内
部
と
立
上
が
り

は
錫
粉
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

片
面
は
恵
比
寿
、
も
う
片
面
は
大
黒
。

2.08
×

5.55

8.49

底
裏
に
「
梶
川
作
」。
厚
み
は
象
嵌
を
入
れ

る
と2.18cm

。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

57

恵
比
寿
大
黒
蒔
絵
象
嵌
印
籠

「
松
花
斎
」
銘

TH436

右
に
同
じ
。

T
H

433

に
同
じ
：
金
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉

高
蒔
絵
、
朱
金
、
貝
ま
た
は
獣
骨
の
象
嵌
、
黒

漆
、
金
付
描
、
絵
梨
地
。
内
部
と
立
上
が
り
は

錫
粉
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

右
に
同
じ
。

2.01
×

5.63

8.34

底
裏
に
「
松
花
斎
」
の
金
平
蒔
絵
銘
。
内
部

に
「425

」
と
書
か
れ
た
札
あ
り
。
厚
み
は

象
嵌
を
入
れ
る
と2.06cm

。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

58

神
功
皇
后
蒔
絵
印
籠

「
芝
山
」「
梶
川
」
銘

TH446

右
に
同
じ
。
や
や
小
降
り
。

金
地
、
金
・
銀
粉
混
合
の
研
出
、
金
・
銀
・
青

金
薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
金
、
金
付
描
、
黒
漆
、
象

牙
ま
た
は
貝
ま
た
は
獣
骨
の
象
嵌
（
部
分
に
金

蒔
絵
ま
た
は
金
箔
押
）。
内
部
と
立
上
が
り
は

錫
粉
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

敷
物
の
上
で
ま
ど
ろ
む
官
人
。
弓
矢
を
手
に
、

雲
に
乗
り
、
降
り
て
く
る
天
女
。（
神
宮
皇
后

と
応
神
天
皇
か
。）

5.68
×

2.11

8.14

底
裏
に
「
芝
山
」
の
線
刻
の
あ
る
長
方
形
螺

鈿
片
を
象
嵌
。

「
梶
川
」
の
金
平
蒔
絵
銘
。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

59

翁
末
広
が
り
蒔
絵
象
嵌
印
籠

TH442

T
H

440

に
同
じ
小
判
形
、
隠
し
紐
通
し
、

四
段
に
蓋
の
印
籠
。

T
H

433

に
同
じ
。た
だ
し
絵
梨
地
な
し
：
金
地
、

金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
金
、
貝
ま
た

は
獣
骨
の
象
嵌
、
黒
漆
、
金
付
描
。
内
部
と
立

上
が
り
は
錫
粉
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

片
面
は
能
の
「
翁
」。
も
う
一
面
は
狂
言
の
「
末

広
が
り
」。
番
傘
を
さ
す
片
足
立
ち
の
太
郎
冠

者
と
、
扇
を
持
ち
冠
を
つ
け
た
長
い
袴
の
主
人
。

衣
、
袴
は
蕪
の
文
様
。

2.11
×

5.61

8.53

無
銘
。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

60

福
禄
寿
蒔
絵
象
嵌
印
籠

TH438

右
に
同
じ
。

T
H

433

に
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
朱
金
な
し
で
、

部
分
的
に
梨
地
：
金
地
、
金
・
銀
・
青
金
薄
肉

高
蒔
絵
、
貝
ま
た
は
獣
骨
の
象
嵌
、
黒
漆
、
金

付
描
、
絵
梨
地
。
内
部
と
立
上
が
り
は
錫
粉
梨

地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金
地
。

片
面
は
、
土
坡
に
松
、
梅
、
鹿
に
寄
り
か
か
る

福
禄
寿
、
雲
。
も
う
一
面
は
、
松
、
梅
、
雲
、
鶴
、

唐
子
。

2.08
×

5.80

8.63

無
銘
。
象
嵌
込
み
の
厚
み
は2.14cm

。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

61

三
国
志
蒔
絵
象
嵌
印
籠

「
松
花
斎
作
」
銘

TH441

右
に
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
稜
線
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
肩
が
張
っ
て
い
る
。

金
・
銀
研
出
蒔
絵
、
金
・
銀
薄
肉
高
蒔
絵
、
金

切
金
、
金
箔
押
し
、
金
・
青
金
付
描
、
螺
鈿
、

牙
染
め
象
嵌
、
黒
漆
、
細
か
い
梨
地
。
内
部
と

立
上
が
り
は
錫
粉
梨
地
。
口
縁
と
合
口
部
は
金

地
。

片
面
は
、卓
の
上
で
香
を
焚
く
唐
人
物（
劉
備
）、

岩
、
花
を
つ
け
た
桃
樹
、
下
草
、
雲
。
も
う
片

面
は
、
や
は
り
花
を
つ
け
た
桃
の
木
の
あ
い
だ

に
立
つ
、
真
っ
赤
な
顔
し
た
武
人
（
関
羽
）
と

眼
を
見
開
い
た
丸
顔
の
武
人
（
張
飛
）。
す
な

わ
ち
『
三
国
志
』
の
「
桃
園
の
誓
い
」。

5.55
×

2.03

8.61

底
裏
に
「
松
花
斎
作
」
の
金
平
蒔
絵
銘
。

劉
備
の
面
に
「441

」
の
貼
り
札
。

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

62

象
牙
製
雲
龍
蒔
絵
印
籠

TH444

象
牙
製
、
長
方
形
、
四
段
に
蓋
の
印
籠
。

蓋
天
板
と
底
裏
の
短
辺
を
面
取
り
す
る
。

両
短
側
面
中
央
に
紐
通
し
穴
を
設
け
る
。

内
部
に
内
容
物
の
痕
跡
あ
り
。
紐
は
青
い

絹
の
細
い
丸
紐
。
緒
締
め
は
、
オ
レ
ン
ジ

と
透
明
の
ガ
ラ
ス
質
に
よ
る
切
子
形
の
ト

ン
ボ
玉
。

茶
漆
、
朱
漆
、
金
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
付

描
、
黒
漆
、
珊
瑚
な
ど
。

蓋
表
か
ら
蓋
蔓
、
各
段
の
四
側
面
に
か
け
て
、

三
本
爪
で
宝
珠
を
掴
む
龍
一
匹
と
瑞
雲
を
描

く
。

4.82
×

2.11

5.15

今
井
氏
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ル
ル=

ル
イ=

デ

ジ
レ
・
デ
ュ
パ
ン
大
佐
（
一
八
一
四
～
六
八
）

の
一
八
六
二
年
の
売
立
（
大
佐
が
参
加
し
た

一
八
六
〇
年
の
円
明
園
で
の
略
奪
品
を
多
く

含
む
）
の
目
録
に
記
載
あ
り
。

最
上
段
は
開
け
ず
。

一
八
六
〇
年
頃
。

63

象
牙
製
松
鷹
蒔
絵
箱

TH397

象
牙
製
、
隅
丸
長
方
形
、
印
籠
蓋
造
の（
た

だ
し
、
蓋
の
内
側
面
に
身
の
立
上
り
と
合

口
と
な
る
段
差
を
設
け
て
い
る
）
箱
。

金
・
青
金
高
蒔
絵
、
薄
肉
高
蒔
絵
、
金
切
金
、

金
・
銀
付
描
、
黒
漆
、
朱
漆
、
茶
漆
、
螺
鈿
、

珊
瑚
象
嵌
、
牙
染
め
象
嵌
、
真
鍮
ま
た
は
金
銅

鋲
、
裏
彩
色
を
施
し
表
面
を
毛
彫
り
し
た
水
牛

の
角
（
？
）
の
貼
り
付
け
。
蓋
の
稜
線
は
青
金

地
に
金
平
蒔
絵
。

蓋
表
は
、
蝉
、
天
道
虫
、
蝿
、
蜘
蛛
、
鋏
虫
。

蓋
の
稜
線
に
は
麻
葉
文
の
帯
文
様
。
蓋
鬘
か
ら

身
の
側
面
に
か
け
て
は
、
土
坡
に
松
と
梅
、
鷹
、

雀
。

6.11
×

7.18

11.88

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。
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64

象
牙
製
蒔
絵
香
合
ま
た
は
紅
板

TH377

象
牙
製
、
長
方
形
、
甲
盛
、
蓋
の
長
側
面

に
浅
い
半
裁
木
瓜
形
の
手
が
け
を
刳
っ
た
、

被
蓋
造
の
平
た
い
小
箱
。
底
裏
中
央
に
押

し
出
し
孔
（
指
ぬ
き
）
を
穿
つ
の
で
、
本

来
は
内
に
小
箱
が
あ
っ
た
も
の
か
。
蓋
の

長
側
面
の
一
方
は
破
損
。（
底
は
船
底
風
に

反
っ
て
い
る
の
は
後
の
狂
い
ら
し
い
）。

蓋
表
は
、
金
平
蒔
絵
、
朱
漆
、
茶
漆
、
青
漆
に

加
え
、
銀
粉
ま
た
は
銀
箔
を
型
に
入
れ
、
そ
こ

に
錆
漆
を
入
れ
て
菊
花
形
を
塑
像
し
た
部
品
の

象
嵌
。
こ
の
象
嵌
は
部
分
的
に
潰
れ
て
い
る
の

で
構
造
を
観
察
で
き
る
。

菊
、
桔
梗
、
萩
、
忍
草
の
花
束
。

3.53
×

7.58

0.93

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
。

65

象
牙
製
魚
尽
く
し
蒔
絵
香
箪

笥

TH399

象
牙
製
、
長
方
形
、
唐
戸
面
取
、
長
側
面

の
一
方
に
観
音
開
き
の
扉
を
つ
け
、
中
に

三
段
の
引
き
出
し
を
納
め
た
小
型
の
箪
笥
。

隅
金
具
、
蝶
番
、
扉
の
留
め
金
具
、
引
出

し
引
手
は
銅
製
鍍
銀
か
。
引
出
し
は
、
前

面
の
み
象
牙
製
で
残
り
は
木
製
、
漆
塗
、

梨
地
風
。

金
・
銀
・
青
金
薄
肉
高
蒔
絵
、
朱
漆
、
金
・
青

金
付
描
な
ど
。
面
取
部
は
金
平
蒔
絵
。
引
き
出

し
の
左
右
側
面
、
背
面
、
底
板
表
裏
、
口
縁
は
、

梨
地
だ
が
、
銀
色
の
箔
粉
に
近
い
薄
い
粉
で
研

が
れ
て
い
な
い
。

箪
笥
天
板
、
扉
を
含
む
四
側
面
に
鯛
、
鮃
、
飛

魚
、
河
豚
、
蛸
な
ど
の
魚
と
、
貝
、
笹
、
水
仙
、

桜
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
を
散
ら
し
、
扉
裏
に
は

岩
、
草
、
雲
と
鳥
を
表
す
。
引
出
し
前
面
は
、

撫
子
、
薄
、
女
郎
花
と
小
禽
を
描
く
。
面
取
部

は
雷
文
と
、
唐
草
を
交
え
た
雷
文
。

5.09
×

7.30

6.17

一
八
六
〇
年
頃
～
一
八
七
七
年
、
輸
出
用
。

66

花
鳥
ヴ
ェ
ル
ニ
・
マ
ル
タ
ン

変
則
八
弁
花
形
箱

TH408

乾
漆
の
よ
う
な
、
パ
ピ
エ
・
マ
シ
ェ
（
紙

胎
）
の
よ
う
な
素
材
を
黒
色
塗
料
で
固
め

た
、
甲
盛
、
印
籠
蓋
造
の
合
子
。
素
地
は

中
国
製
か
フ
ラ
ン
ス
製
。
変
則
的
な
八
弁

花
（
木
瓜
形
の
谷
間
に
小
さ
な
一
弁
を
入

れ
る
）
形
。

総
体
黒
色
塗
料
の
地
に
金
、
青
金
、
銅
の
色
を

し
た
金
属
粉
を
用
い
た
高
上
げ
を
伴
う
ヴ
ェ
ル

ニ
・
マ
ル
タ
ン
。
表
面
に
は
ア
リ
ゲ
ー
タ
リ
ン

グ
が
見
ら
れ
、
金
の
高
上
げ
が
剥
げ
た
と
こ
ろ

に
白
っ
ぽ
い
ベ
ー
ジ
ュ
の
下
地
が
見
え
る
。

蓋
表
は
、
遠
景
に
山
と
柵
と
家
、
近
景
に
水
辺

の
雁
三
羽
、
芦
の
よ
う
な
草
。
側
面
に
は
夕
顔

の
よ
う
な
植
物
、
牡
丹
の
よ
う
な
植
物
と
小
禽
。

6.65
×

9.23

3.76

一
八
世
紀
の
パ
リ
製
の
作
品
で
は
な
い
か
。

67

楼
閣
山
水
花
鳥
人
物
蒔
絵
お
よ

び
ヴ
ェ
ル
ニ
・
マ
ル
タ
ン
箪
笥

TH420

長
方
形
、
観
音
開
き
、
二
枚
扉
の
箪
笥
。

内
部
に
は
可
動
棚
を
設
け
、
扉
裏
は
寄
木

細
工
仕
上
げ
と
す
る
。
脚
部
は
19
～
20
世

紀
製
。
軽
く
柔
ら
か
い
白
い
松
の
よ
う
な

木
材
で
造
り
、
黒
い
塗
料
を
塗
る
。
虫
損

に
よ
り
破
損
。

表
面
は
蒔
絵
と
数
世
代
の
ヴ
ェ
ル
ニ
・
マ
ル
タ

ン
が
複
雑
に
入
り
交
じ
っ
て
い
る
様
相
。

楼
閣
山
水
花
鳥
人
物
図
。

添
付
画
像
の
顔
の
部
分
は
ヴ
ェ
ル
ニ
・
マ
ル
タ

ン
。

36.3
×

97.5

54.0

一
八
世
紀
後
半
～
一
八
七
七
年
。
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こ
こ
で
稿
末
の
モ
ノ
ク
ロ
挿
図
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
取
り
上

げ
た
理
由
を
ま
と
め
て
説
明
し
よ
う
。
2
番
の
「
仙
人
蒔
絵
重
ね
菱
形
箱
」

（T
H

407
）（
挿
図
3
）
は
、
画
題
が
判
明
し
な
い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
蒔
絵
で
表
現
し

て
い
る
も
の
な
の
で
、
長
寿
な
ど
を
象
徴
す
る
吉
祥
文
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
3
番
の
「
秋
草
雉
子
蒔
絵
小
箱
」（T

H
411

）
は
、
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ

る
に
あ
た
り
西
洋
の
ニ
ス
で
手
入
れ
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
た
め
、
独
特
の
光
沢
を

し
て
い
る
が
、
錫
製
と
思
わ
れ
る
花
び
ら
形
の
金
属
片
の
象
嵌
が
、
デ
ン
マ
ー

ク
王
室
の
作
品
と
共
通
す
る
の
で
比
較
の
た
め
に
拡
大
画
像
を
収
録
す
る
。
4

番
「
花
鳥
蒔
絵
沈
箱
」（T

H
404

）
は
カ
ラ
ー
画
像
で
は
棗
形
の
合
子
の
形
が

わ
か
ら
な
い
の
で
展
開
図
（
挿
図
5
）
を
載
せ
、
棗
形
小
合
子
の
合
口
部
の
文
字

の
一
例
（
挿
図
6
）
を
紹
介
す
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
比
較

の
た
め
、
拡
大
画
像
も
載
せ
る
が
（
挿
図
7
・
8
）
特
に
梅
花
形
の
金
属
片
の
象

嵌
は
、
挿
図
12
、
13
な
ど
で
見
ら
れ
る
技
法
の
早
い
例
と
思
わ
れ
る
。
一
九
世

紀
に
な
る
と
図
12

－

64
の
よ
う
に
薄
い
箔
か
粉
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
型
押

し
片
の
、
系
譜
を
追
え
そ
う
で
あ
る
。
7
番
「
花
鳥
蒔
絵
螺
鈿
象
嵌
香
箪
笥
」

（T
H

431

）（
挿
図
9
～
13
）
は
、
各
地
に
同
技
法
の
小
箱
や
小
さ
な
棚
、
箪
笥
が

伝
わ
る
。
型
押
し
片
に
は
数
種
類
の
型
が
あ
る
が
、
こ
の
技
法
を
考
え
る
た
め

に
拡
大
画
像
で
の
比
較
を
行
う
（
挿
図
12
・
13
）。
掲
載
し
た
二
つ
の
梅
花
形
は
、

蕊
の
つ
ぶ
れ
方
が
や
や
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
型
で
作
っ
た
も
の
と
判
断
で
き

そ
う
で
あ
る
。
10
番
の
「
菊
蒔
絵
沈
箱
」（
挿
図
14
・
15
）
は
、
押
し
出
し
孔
を
塞

い
で
い
る
菊
枝
の
技
法
が
問
題
で
あ
る
。
見
た
と
こ
ろ
、
一
九
世
紀
の
消
粉
蒔

絵
に
見
え
る
の
で
、
日
本
で
不
完
全
な
古
物
の
孔
を
塞
い
で
外
国
に
一
八
七
七

年
以
前
に
輸
出
し
た
と
思
え
る
の
だ
が
、
菊
の
描
き
方
が
あ
ま
り
古
典
的
で
な

い
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
枝
菊
を
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
ル
ニ
・
マ
ル
タ
ン
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
目
視
で
の
判
断
に
は
限
界
が
あ
る
。
13
番
「
網
代
垣

に
木
菟
蒔
絵
香
道
具
箱
ま
た
は
茶
箱
」（T

H
386

）（
挿
図
16
～
18
）
は
、
図
が
珍

し
い
。
15
番
「
蔦
の
細
道
蒔
絵
沈
箱
」（T

H
392

）（
挿
図
19
～
21
）
で
は
、
笈
に

描
か
れ
た
鹿
の
研
出
蒔
絵
の
細
か
さ
と
、
紫
外
線
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き
さ

を
確
認
し
た
い
。
16
番
「
唐
子
蒔
絵
沈
箱
」（T

H
426

）（
挿
図
22
～
28
）
は
、
図

に
工
夫
が
あ
り
、
蒔
絵
も
申
し
分
な
い
の
で
拡
大
図
で
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。
21
番
「
恵
比
寿
蒔
絵
小
箱
」（T

H
422

）（
挿
図
29
～
35
）
は
、
文
様
や
選

ば
れ
た
技
法
の
組
み
合
わ
せ
が
珍
し
い
。
23
番
「
唐
子
蒔
絵
小
箱
」（T

H
402

）

（
挿
図
36
～
43
）
の
唐
子
た
ち
は
大
変
個
性
的
な
顔
を
し
て
い
る
の
で
、
今
後
よ
く

似
た
作
品
が
現
れ
た
場
合
に
備
え
て
比
較
の
た
め
に
全
員
の
拡
大
図
を
掲
載
す

る
。
26
番
「
花
鳥
蒔
絵
箪
笥
」（T

H
398

）（
挿
図
44
～
51
）
は
、
箪
笥
と
命
名
し

た
も
の
の
、
台
挿
造
の
箱
の
よ
う
で
も
あ
る
。
蒔
絵
が
入
念
な
の
で
、
拡
大
図

を
掲
載
し
た
。
29
番
「
唐
子
蒔
絵
料
紙
箱
」（T

H
413

）（
挿
図
52
～
54
）
は
、
一

七
世
紀
の
洋
櫃
に
施
さ
れ
た
高
蒔
絵
に
比
べ
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
と
線
が
シ
ャ
ー

プ
に
見
え
る
。
挿
図
55
と
57
は
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
の
拡
大
図
。
39
番
「
虫
蒔
絵
小

箱
」（T

H
385

）（
挿
図
56
）
も
文
様
が
珍
し
い
。
あ
ま
り
上
等
で
な
い
蒔
絵
に

よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
虫
を
描
い
た
箱
の
用
途
は
、
蒐
集
対
象
以
外
に
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
42
番
「
日
本
橋
蒔
絵
小
箱
」（T

H
384

）（
挿
図
58
）
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
作
品
こ
そ
、
開
港
以
後
の
新
輸
出
漆
器
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
。
44
番
「
鶏
蒔
絵
硯
箱
」（T

H
414

）（
挿
図
59

～
61
）
と
45
番
「
鶏
蒔
絵
料
紙
箱
」（T

H
418

）（
挿
図
63
～
65
）
は
、
同
じ
鶏
で
も

ず
い
ぶ
ん
と
蒔
絵
の
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。
44
番
の
蓋
裏
の
雀
の
顔
（
挿
図

61
）
な
ど
は
、
南
蛮
漆
器
に
描
か
れ
た
鳥
の
正
面
顔
と
同
じ
く
ら
い
漫
画
風
で

あ
る
。
料
紙
箱
の
方
は
ず
い
ぶ
ん
と
淡
泊
な
表
情
を
し
た
鶏
た
ち
で
あ
る
。
46

番
「
松
梅
蒔
絵
料
紙
箱
」（T

H
401

）
は
、
一
八
五
七
年
に
は
モ
ン
テ
ベ
ロ
公

爵
夫
人
の
没
後
の
売
り
立
て
に
出
品
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
フ
ラ
ン

87



ス
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
箱
で
あ
る
が
、
角
の
面
取
部
の
描
割
の
仕
方
が

独
特
で
丁
寧
で
あ
る
と
こ
ろ
を
拡
大
画
像
で
披
露
す
る
。
47
番
「
萩
蒔
絵
料
紙

箱
」（T

H
400

）（
挿
図
68
～
69
）
は
国
内
で
良
家
の
調
度
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た

と
し
て
も
ま
っ
た
く
違
和
感
の
な
い
正
統
的
な
蒔
絵
の
仕
事
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
し
も
、
岩
倉
使
節
団
が
蒔
絵
の
品
を
贈
呈
し
て
い
た
と
し
て
、

そ
れ
が
ル
ー
ヴ
ル
に
寄
贈
さ
れ
た
テ
ィ
エ
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
残
っ
て
い

た
と
し
た
ら
、
こ
の
作
品
が
一
番
蓋
然
性
が
高
そ
う
に
思
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
挿
図
は
少
し
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

　

48
番
「
藤
蒔
絵
料
紙
硯
箱　

古
満
巨
柳
作
」（T

H
355&

356

）
は
、
落
款
に

加
え
蓋
裏
の
研
出
蒔
絵
（
挿
図
70
～
71
）
を
見
れ
ば
、
真
作
で
間
違
え
な
い
と
思

え
る
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
唐
木
が
分
解
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
を
展
覧
会

の
た
め
に
修
理
を
し
た
と
き
に
、
な
ぜ
か
木
目
が
見
え
な
く
な
る
よ
う
な
黒
色

系
統
の
ニ
ス
を
塗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
外
面
の
木
地
蒔
絵
は
大
変
残
念
な

こ
と
に
台
無
し
に
な
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

江
戸
時
代
の
名
工
の
作
品
は
、
料
紙
硯
箱
と
い
う
格
式
の
高
い
道
具
で
あ
る
こ

と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
し
か
る
べ
き
筋
か
ら
の
古
物
と
し
て
の
贈
品
で
あ
る

と
考
え
た
く
な
る
の
だ
が
、
こ
の
作
品
は
、
デ
ュ
・
パ
ン
陸
軍
大
佐
の
売
立
目

録
に
、
清
朝
末
期
の
円
明
園
か
ら
の
略
奪
品
と
と
も
に
は
っ
き
り
と
描
写
さ
れ

て
い
る
。
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
は
、
デ
ュ
・
パ
ン
が
そ
の
著
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う

な
、
外
国
人
に
向
け
て
古
美
術
品
を
売
り
に
来
る
日
本
人
商
人
か
ら
、
デ
ュ
・

パ
ン
が
買
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

な
く
は
な
い
が
、
し
か
し
、
い
く
ら
商
売
の
た
め
と
は
い
え
、
派
手
な
輸
出
用

の
蒔
絵
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
客
に
対
し
、
国
内
の
通
好
み
の
作
品
を
わ
ざ
わ

ざ
売
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、と
疑
問
を
覚
え
な
く
も
な
い
。
そ
こ
で
、

あ
と
二
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ひ
と
つ
は
、
テ
ィ
エ
ー
ル
の
寄
贈
作
品
の
目
録
を
作
成
し
た
ブ
ラ
ン
が
述
べ

た
と
お
り
、
こ
の
作
品
が
円
明
園
に
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
清
朝
の

皇
帝
も
日
本
の
蒔
絵
を
好
ん
で
集
め
て
い
た
か
ら
、
気
の
利
い
た
在
日
中
国
人

商
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
名
工
に
よ
る
調
度
品
が
北
京
へ
も
た

ら
さ
れ
た
と
い
う
筋
書
き
も
あ
り
え
る
の
で
は
な
い
か
。
古
満
巨
柳
と
乾
隆
帝

は
没
年
が
同
じ
な
の
で
、
ま
っ
た
く
の
同
時
代
人
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
は
、
幕
府
老
中
た
ち
に
覚
え
も
高
か
っ
た
幕
末
の
フ

ラ
ン
ス
全
権
公
使
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
の

ル
ー
ト
で
あ
る
。
デ
ュ
・
パ
ン
大
佐
が
、
上
等
な
商
品
を
扱
う
道
具
屋
に
囲
ま

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
も
、
本
人
が
書
き
記
し
て
い
る
と
お
り
、
デ
ュ
シ
ェ
ー

ヌ
・
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
の
お
か
げ
だ
が
、
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
商
品
と
し

て
で
は
な
く
贈
品
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
の
料
紙
硯
箱
は
、
そ
の
性
質
か
ら
外
国
人
用
の
商
品
と
い
う
よ
り
は

贈
品
で
あ
る
方
が
自
然
で
あ
る
の
だ
が
、
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル

の
よ
う
な
立
場
の
人
物
こ
そ
、
こ
う
し
た
品
を
贈
ら
れ
る
に
は
大
変
ふ
さ
わ
し

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
合
の
悪
い
こ
と
に
彼
は
一
八
六
四
年
ま
で
公
使
を

勤
め
て
い
る
の
で
、
職
を
辞
す
と
き
の
贈
品
だ
と
し
た
ら
、
デ
ュ
・
パ
ン
の
帰

国
に
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
何
か
別
に
記
念
品
を
贈
ら
れ
る
よ
う
な

機
会
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
デ
ュ
・
パ
ン
に
譲
る
よ
う
な
動
機
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
想
像
の
域
を
出
な
い
の
で
、
今
後
関
連
文
献
が
な
い
か
調

べ
て
み
た
い
。

　

な
お
、
カ
ラ
ー
図
の
う
ち
、
図
12

－

40
あ
た
り
か
ら
図
12

－

65
ま
で
は
、
一

八
六
〇
年
以
降
、
一
八
七
七
年
ま
で
の
新
た
な
輸
出
漆
器
と
考
え
て
良
さ
そ
う

に
思
え
る
品
々
で
あ
る
。
江
戸
東
京
製
な
の
か
、
京
都
製
な
の
か
、
あ
る
い
は

ま
た
別
の
産
地
の
品
な
の
か
、見
極
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
課
題
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ド
ル
フ
・
テ
ィ
エ
ー
ル
の
蒔
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
江

戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
移
り
変
わ
る
そ
の
過
渡
期
に
成
立
し
、
ま
た
散
逸
す

る
こ
と
な
く
現
在
に
伝
わ
っ
た
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
成
立
の

背
景
を
知
っ
た
上
で
、
作
品
を
見
通
す
と
、
時
代
を
反
映
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

絶
対
王
政
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
準
ず
る
よ
う
な
内
容
に
、
新
た
な
漆
器
が
少

し
加
わ
り
始
め
て
い
る
よ
う
す
を
辿
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
現
段
階
で

は
、
憶
測
や
推
定
の
域
を
出
な
い
こ
と
が
ら
が
多
く
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

含
む
情
報
を
充
分
に
活
か
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
個
々
の
作
品
を

ほ
か
の
蒔
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
比
べ
な
が
ら
、
よ
り
正
確
に
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
は
調
査
報
告
と
い
う
形
で
情
報
を

整
理
し
、
蒔
絵
の
特
徴
か
ら
言
え
る
こ
と
を
所
見
と
し
て
加
え
た
。
足
り
な
い

点
も
多
い
と
思
う
が
、
研
究
資
料
、
研
究
課
題
と
し
て
共
有
で
き
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

〈
註
〉1	

G
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し
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頁
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村
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〇
巻
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四
号
、
創
価
大
学
、
一
九
八
一
年
二
月
：

一
五
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～
一
七
四
頁
。

4	

デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
西
堀
昭
「
初
代
フ
ラ
ン
ス
特

命
全
権
公
使
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
・
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
に
つ
い
て

（
1
）」「
横
浜
経
営
研
究
」第
Ｘ
Ⅲ
巻
第
4
号
、横
浜
大
学
、一
九
九
三
年
の
ほ
か
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

5	
M

anuela M
oscatiello. 

“A craze for auctions: Japanese art on sale 
in 19

th century Paris

” Andon, no.90, Society for Japanese A
rts, den 
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aag, 2011: pp.22-45.
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Geneviève Lacam
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la Com
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e. Éditions de la Réunion des m

usées 
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ationaux. Paris 1988.

〈
付
記
〉こ

の
調
査
を
最
初
に
ご
提
案
く
だ
さ
り
、
調
査
結
果
を
公
に
す
る
こ
と
を
熱
心
に
勧
め

て
下
さ
っ
た
前
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
工
芸
部
長
マ
ル
ク
・
バ
ス
ク
氏
、
二
度
に
わ
た
る
調

査
で
寛
大
な
ご
対
応
を
く
だ
さ
っ
た
学
芸
員
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ル
グ
イ
ル
氏
、
常
に

有
益
な
情
報
を
与
え
続
け
て
下
さ
る
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
・
ラ
カ
ン
ブ
ル
氏
、
大
部
の

修
士
論
文
を
日
本
に
お
送
り
下
さ
り
、
一
月
の
調
査
で
は
調
書
の
聞
き
書
き
を
担
当
し

て
下
さ
り
も
し
た
今
井
朋
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
に
含
ま
れ
る
画
像
は
す
べ
て
筆
者
が
撮
影
し
ま
し
た
。

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
対
象
、
若
手
研
究
（
Ａ
）「
内
外
伝
世
品
の
調
査
な
ら
び
に

比
較
に
基
づ
く
京
都
製
蒔
絵
の
歴
史
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号23682003

）
の
成
果

の
一
部
で
す
。
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挿図 4 　�TH411（図12-3） 錫 製 花
弁形金貝（修復ワニス塗り）

挿図 3 　TH407（図12-2）未同定の仙人図

挿図 6 　同右　棗形小合子の合口部の印 挿図 5 　TH404（図12-4）棗形小合子

挿図 8 　同上　銀型押し片の象嵌 挿図 7 　同上　岩の上の小禽

挿図10　同右　扉表 挿図 9 　TH431（図12-7）引出しの構成
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挿図12　同右　型押し片の象嵌その 1 挿図11　同前　盆表

挿図14　TH428（図12-10）下段見込みの修復 挿図13　同上　型押し片の象嵌その 2

挿図16　TH386（図12-13）蓋表 挿図15　同前　上段見込みの修復拡大

挿図18　同上　側面の籬に夕顔 挿図17　同前　蓋表の木菟

91



挿図20　同右　笈に描かれた鹿 挿図19　TH392　蓋表の笈

挿図22　TH426（図12-16）蓋表 挿図21　同上　重箱側面の変色

挿図24　同上　蓋鬘 2 挿図23　同前　蓋鬘 1

挿図26　同上　蓋鬘 4 挿図25　同上　蓋鬘 3
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挿図33　同上　側面の絵の連続 挿図32　同上　側面の野分の図

挿図28　同右　小箱の蓋表 挿図27　同前　盆見込みの楼閣山水図

挿図30　同右　恵比寿の顔の拡大
　　　　（研出蒔絵）

挿図29　�TH422（図12-21）蓋表の
雄牛に乗る恵比寿

挿図35　同上　側面の絵の連続 挿図34　同上　側面の若菜上の図（金地に黒漆絵）

挿図31　�同右　側面の金地に黒漆
絵の拡大
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挿図36　TH402（図12-23）蓋表の唐子図

挿図43　同上　唐子の顔 7

挿図38　同上　唐子の顔 2

挿図37　同右　唐子の顔 1

挿図40　同上　唐子の顔 4

挿図39　同上　唐子の顔 3

挿図42　同上　唐子の顔 6

挿図41　同上　唐子の顔 5
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挿図44　�TH398（図12-26）引出し
側面の花枝文

挿図46　同上　棚の側板（夏）

挿図45　�同右　棚に収まった引出
しの側面（春）

挿図47　�同上　棚に収まった引出
しの側面（秋）

挿図48　同上　棚の側板（冬）

挿図51　同上　蓋の外面の小松文様 挿図49　�同上　蓋を被せた箪笥の
側面（冬）

挿図50　同上　蓋の外面の梅文様
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挿図52　TH413（図12-52）蓋表の唐子図

挿図53　同前　猫の顔の拡大挿図54　同上　唐子の顔の拡大

挿図56　�TH385（図12-39）
蓋表の蝉と蝗虫

挿図55　TH432（図12-33）箱の中の札

挿図58　TH384（図12-42）蓋表の日本橋および菊と鶏の図 挿図57　TH423（図12-41）蓋裏の貼り紙
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挿図60　�同右　蓋表の雄鳥の顔の拡大 挿図59　�TH414（図12-44）蓋表
の鶏の家族

挿図61　同右　蓋裏の雀の顔の拡大

挿図62　�TH418（図12-45）蓋表の竹に鶏の図

挿図64　�同右　蓋表の雌鳥の拡大挿図65　�同右　蓋表の雄鳥の拡大 挿図63　同上　蓋表の雛の顔の拡大
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挿図68　�TH400（図12-47）蓋表の
水辺の萩

挿図67　�同右　文様を描いたのちに
面取部の金地を描割する

挿図70　�TH355（図12-48）料紙箱蓋裏の研出蒔絵によ
る鯉

挿図69　同右　側面の萩の拡大

挿図71　同右　研出蒔絵の鯉の拡大

挿図66　TH401（図12-46）側面の梅と小松の図
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